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『
大
和
物
語
』
に
は
、
皇
女
の
恋
愛
や
結
婚
に
関
わ
る
章
段
が
複
数
存
在
す
る
。
皇
女
の
婚
姻
に
つ
い
て
は
、『
律
令
』
第
五
「
継
嗣
令
」
第

十
三
に
、

４　

凡
そ
王
、
親
王
を
娶
き
、
臣
、
五
世
の
王
を
娶
く
こ
と
聴
せ
。
唯
し
五
世
の
王
は
、
親
王
を
娶
く
こ
と
得
じ
。（
１
）

と
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
規
定
に
よ
っ
て
理
解
す
べ
き
章
段
が
あ
る
。
内
親
王
と
一
世
の
皇
女
源
氏
と
は
、
異
な
る
も
の
が
あ
る
の
で
、
区
別
し

て
記
す
と
、
宇
多
天
皇
皇
女
孚
子
内
親
王
と
清
和
天
皇
の
一
世
の
源
氏
で
あ
る
源
長
猷
の
子
息
喜
種
と
の
恋
愛
章
段
（
七
六
・
七
七
・
一
一
七
段
）、

醍
醐
天
皇
皇
女
韶
子
内
親
王
と
陽
成
天
皇
の
一
世
の
源
氏
源
清
蔭
の
結
婚
に
纏
わ
る
章
段
（
一
一
・
一
二
段
）、
醍
醐
天
皇
皇
女
雅
子
内
親
王
と

藤
原
敦
忠
の
恋
愛
章
段
（
九
三
段
）、
宇
多
天
皇
皇
女
源
頎
子
（
順
子
と
い
う
表
記
も
あ
る
が
、
拙
論
で
は
頎
子
を
用
い
る
）
と
藤
原
忠
平
と
の

章
段
（
九
八
段
）
な
ど
が
あ
る
。
舞
台
年
時
の
古
い
も
の
か
ら
確
認
し
て
い
く
と
、

　
『
大
和
物
語
』
九
八
段
に
は
、
忠
平
室
で
実
頼
母
の
菅
原
君
の
一
周
忌
の
話
が
、

　

お
な
じ
お
ほ
き
お
と
ど
、
左
の
大
臣
の
御
母
菅
原
の
君
か
く
れ
た
ま
ひ
に
け
り
。
御
服
は
て
た
ま
ひ
に
け
る
こ
ろ
、
亭
子
の
帝
な
む
、
内

に
御
消
息
聞
え
た
ま
ひ
て
、
色
ゆ
る
さ
れ
た
ま
け
る
。
さ
り
け
れ
ば
、
大
臣
い
と
清
ら
に
蘇
芳
が
さ
ね
な
ど
着
た
ま
ひ
て
、
后
の
宮
に
ま
ゐ

り
た
ま
う
て
、「
院
の
御
消
息
の
い
と
う
れ
し
く
は
べ
り
て
、
か
く
色
ゆ
る
さ
れ
て
は
べ
る
こ
と
」
な
ど
聞
え
た
ま
ふ
。
さ
て
、
よ
み
た
ま

�
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ひ
け
る
。

　
　

ぬ
ぐ
を
の
み
悲
し
と
思
ひ
し
な
き
人
の
か
た
み
の
色
は
ま
た
も
あ
り
け
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
て
な
む
泣
き
た
ま
ひ
け
る
。（
そ
の
ほ
ど
は
中
弁
に
な
む
も
の
し
た
ま
ひ
け
る
。）（
２
）

と
あ
る
。
藤
原
忠
平
の
結
婚
は
、
左
大
臣
実
頼
母
源
頎
子
と
が
最
初
で
あ
ろ
う
。
頎
子
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
本
文
を
引
用
し
た
『
新
編
古
典
文

学
全
集
』
頭
注
は
、「
三　

頎
子
。
母
が
菅
原
道
真
の
娘
衍
子
で
あ
っ
た
た
め
菅
原
の
君
と
い
っ
た
。
九
二
五
年
卒
（
→
前
㌻
註
一
二
）〈
一
二
宇

多
天
皇
皇
女
頎
子
。
延
長
三
年
四
月
四
日
卒
〉　

五　

喪
に
服
す
る
こ
と
。『
は
て
』
た
こ
ろ
は
延
長
四
年
九
二六
四
月
の
こ
ろ
。」
と
す
る
。
し
か

し
、
前
段
に
は
既
に
、
右
大
臣
師
輔
母
源
昭
子
の
法
事
準
備
の
一
齣
を
語
っ
た
章
段
が
あ
る
。
こ
の
章
段
に
つ
い
て
は
、
昭
子
の
一
周
忌
と
す
る

が
、
五
月
一
五
日
六
七
日
を
終
え
て
、
五
月
一
八
日
七
七
日
四
十
九
日
の
前
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
六
七
日
を
終
え
て
、
四
十
九
日
の
準
備
を
急

い
で
い
た
頃
の
話
で
あ
る
。
そ
し
て
、
延
長
三
年
四
月
四
日
は
、
昭
子
の
没
年
時
で
、
頎
子
の
で
は
な
い
。（
３
）　

　

頎
子
の
没
年
時
に
つ
い
て
、
迫
徹
朗
氏
は
、

忠
平
が
禁
色
を
許
さ
れ
た
の
は
「
中
弁
」
の
時
だ
と
明
記
し
て
あ
る
。
忠
平
が
中
弁
に
な
っ
た
記
録
が
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
こ
の
記
事
を

衍
文
と
見
る
の
は
誤
り
で
あ
っ
て
、
単
に
「
弁
」
と
あ
る
鈴
鹿
本
・
御
巫
本
を
採
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
忠
平
は
昌
泰
三
年
九
〇〇
五
月
十
五

日
か
ら
延
喜
八
年
ま
で
大
弁
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
の
間
に
禁
色
を
許
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。（
中
略
）
思
う
に
「
菅
原
の
君
」

の
源
順
子
は
昌
泰
三
年
に
実
頼
を
生
ん
だ
が
、
産
後
の
日
立
ち
が
悪
く
、
そ
の
後
ま
も
な
く
没
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
九
十
八
段
で

「
菅
原
の
君
」
を
実
頼
一
人
の
母
の
如
く
記
し
た
の
も
彼
女
の
早
逝
を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。（
中
略
）
九
十
八
段
の
「
菅
原
の
君
」
は
宇

多
天
皇
と
菅
原
道
真
の
娘
衍
子
と
の
間
に
生
ま
れ
た
皇
女
順
子
で
、
順
子
は
『
古
事
談
』
に
よ
れ
ば
、
忠
平
が
大
弁
参
議
で
あ
っ
た
昌
泰
三

年
に
嫁
し
て
、
そ
の
年
に
実
頼
を
生
み
、
産
後
ま
も
な
く
亡
く
な
っ
た
。（
４
）

と
、
頎
子
（
順
子
）
没
年
を
昌
泰
三
年
頃
と
し
、
柿
本
奨
氏
も
「
実
頼
誕
生
の
昌
泰
三
年
九
〇〇
末
以
後
遠
か
ら
ぬ
と
き
で
あ
ろ
う
。」（
５
）
と
す

る
。
し
か
し
、
森
本
茂
氏
は
、「
頎
子
は
、
延
長
三
年
九
二五
四
月
四
日
没
（
日
本
紀
略
・
貞
信
公
記
）『
評
釈
』
は
頎
子
の
享
年
を
三
十
八
歳
～
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四
十
二
歳
と
す
る
。
時
に
忠
平
四
十
六
歳
。」（
６
）
と
し
、
今
井
源
衛
氏
は
、

そ
の
出
生
年
次
は
不
明
だ
が
、
実
頼
を
生
ん
だ
の
は
昌
泰
元
年
九
〇〇
で
あ
る
か
ら
、
順
子
の
出
生
は
、
実
頼
出
産
の
と
き
か
り
に
一
五
歳

と
仮
定
し
て
も
八
八
六
年
と
な
り
、
お
そ
ら
く
そ
れ
よ
り
二
、
三
年
は
遡
る
で
あ
ろ
う
。
八
八
六
年
に
は
道
真
は
四
二
歳
で
孫
を
見
る
に
無

理
で
は
な
い
が
、
さ
り
と
て
、
そ
れ
よ
り
も
五
歳
以
上
遡
ら
せ
る
事
は
無
理
で
あ
ろ
う
。
要
す
る
に
順
子
の
出
生
は
元
慶
六
八
八二
年
～
仁

和
元
八
八五
年
の
間
で
、
夫
の
忠
平
よ
り
も
二
、
三
歳
若
い
か
。
そ
の
死
は
実
頼
を
産
ん
だ
九
〇
〇
年
以
後
、
少
な
く
と
も
左
大
弁
在
任
の

九
〇
七
年
以
前
は
確
か
で
あ
る
が
、
迫
氏
は
実
頼
出
産
後
ま
も
な
く
の
こ
と
か
と
さ
れ
る
。（
７
）

と
、
源
能
有
娘
昭
子
四
十
九
日
（
九
七
段
）
と
、
菅
原
道
真
孫
源
頎
子
一
周
忌
と
が
混
同
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
い
。
そ
の
こ
と
は
、『
後
撰
和

歌
集
』
の
哀
傷
一
四
〇
一
番
歌
の
、

七
月
ば
か
り
に
、
左
大
臣
の
は
は
身
ま
か
り
に
け
る
時
に
、
お
も
ひ
に
侍
り
け
る

あ
ひ
だ
、
き
さ
い
の
宮
よ
り
萩
の
花
を
を
り
て
た
ま
へ
り
け
れ
ば　
　

太
政
大
臣

を
み
な
へ
し
か
れ
に
し
の
べ
に
す
む
人
は
ま
づ
さ
く
花
を
ま
た
で
と
も
見
ず
（
８
）

に
お
い
て
も
、
片
桐
洋
一
氏
は
、「
左
大
臣
の
母　

後
撰
集
成
立
時
の
左
大
臣
で
あ
る
藤
原
実
頼
の
母
。
つ
ま
り
作
者
の
太
政
大
臣
忠
平
の
妻
。

尊
卑
分
脈
に
は
右
大
臣
源
能
有
の
娘
の
昭
子
と
あ
る
が
、
顕
昭
の
勅
撰
和
歌
作
者
目
録
は
宇
多
天
皇
皇
女
源
順
子
と
し
、
底
本
に
加
え
ら
れ
た

定
家
の
勘
物
は
宇
多
天
皇
皇
女
源
欣
子
と
す
る
。
○
后
の
宮　

藤
原
穏
子
。
太
政
大
臣
忠
平
の
妹
で
朱
雀
・
村
上
両
帝
の
母
。」
と
注
す
る
よ
う

に
、
延
長
三
年
四
月
四
日
没
で
の
認
識
で
あ
る
。（
９
）　

工
藤
重
矩
氏
も
、「
一
〈
左
大
臣
の
は
は
〉
実
頼
の
母
。
源
順
子
（
欣
子
）。
延
長
三
年

（
九
二
五
）
四
月
四
日
左
大
臣
（
忠
平
）
室
家
源
氏
卒
（
日
本
紀
略
）。
二
〈
お
も
ひ
〉
服
喪
。
律
令
の
規
定
で
妻
に
対
し
て
は
三
月
。
三
〈
き
さ

い
の
み
や
〉
皇
后
穏
子
。
忠
平
の
同
母
妹
。
四
〈
太
政
大
臣
〉
藤
原
忠
平
。
実
頼
の
父
、
順
子
の
夫
。
五
順
子
を
寓
す
。
枯
る
は
死
ぬ
喩
え
。」（

10
）

と
す
る
。

　

藤
原
実
資
室
源
惟
正
娘
の
死
去
が
寛
和
二
年
九
八六
五
月
八
日
（
三
〇
歳
）
で
、
藤
原
永
年
娘
と
の
再
婚
が
永
祚
元
年
九
八九
三
・
四
月
（
三
三
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歳
）
と
推
量
さ
れ
る
。
婉
子
女
王
と
の
結
婚
は
、
正
暦
四
・
五
年
九
九三・
四
、
実
資
（
三
七
・
三
八
歳
）
に
は
以
後
の
再
婚
は
見
ら
れ
ず
、（

11
）
寛

仁
元
年
一
〇一七
に
至
っ
て
、
七
月
一
一
日
の
条
に
「
陰
陽
頭
文（
惟
宗
）高

來
、
傳（
藤
原
顯
光
）

左
府
室
（
藤
原
遠
量
女
）家

消
息
云
、
世
間
無
常
、
旦
暮
難
期
、
有
一
女
子
、
所
思
万

端
、
件臣
女道
子兼
故息
右女
大、

欲
與
於
余
者
、
答
云
、
染（
婉
子
女
王
）

殿
女
御
亡
歿
後
深
訓
念
不
可
儲
室
之
事
、
無
止
人
々
雖
有
御
消
息
所
不
承
從
」（

12
）
と
あ
る
の
は
、
実

資
六
一
歳
の
言
だ
が
、
染
殿
女
御
婉
子
女
王
薨
去
後
は
、
三
十
代
前
半
と
違
っ
て
、
室
を
儲
け
る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
こ
と
か
ら
す
る
と
、
迫
氏
が
、「
順
子
は
『
古
事
談
』
に
よ
れ
ば
、
忠
平
が
大
弁
参
議
で
あ
っ
た
昌
泰
三
年
に
嫁
し
て
（
忠
平
一
九
歳
）、
そ
の

年
に
実
頼
を
生
み
、
産
後
ま
も
な
く
亡
く
な
っ
た
。」（

13
）
と
さ
れ
る
よ
う
に
、
頎
子
没
年
を
、
実
頼
誕
生
時
の
昌
泰
三
年
九
〇〇
か
、
翌
年
延
喜

元
年
（
忠
平
二
〇
歳
）
と
い
う
推
定
は
正
し
い
と
推
量
す
る
。
頎
子
の
一
周
忌
で
、
後
添
え
を
心
配
し
た
、
姉
温
子
の
配
慮
に
対
す
る
忠
平
の
歌

と
し
て
は
、
工
藤
氏
が
補
注
で
、

1401　

第
五
句
や
や
不
審
。
天
理
本
・
承
保
本
は
「
ま
た
く
と
も
み
ず
」
と
あ
る
。「
て
」「
く
」
の
誤
写
と
み
て
、「
ま
た
く
」
で
考
え
る
と
、

「
ま
た
ぐ
」
は
急
ぐ
・
心
は
や
る
の
意
。「
い
つ
し
か
と
ま
た
ぐ
心
を
は
ぎ
に
あ
げ
て
天
の
川
原
を
今
日
や
渡
ら
む
」（
古
今
・
誹
諧
歌
・
兼

輔
）
は
、「
股
ぐ
」
を
掛
け
る
。
后
宮
か
ら
贈
ら
れ
た
花
は
「
萩
」
＝
は
ぎ
（
脛
）
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
掛
詞
で
、「
脛
」「
股
ぐ
」
の
戯
れ

と
解
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
即
ち
、「
真
先
に
咲
く
萩
の
花
を
急
い
で
見
た
い
と
も
思
わ
な
い
」
の
意
に
、「
脛
（
萩
）
を
股
ぐ
と
も
見
ま
せ

ん
」
を
掛
け
る
。
前
掲
の
古
今
集
を
参
考
に
す
れ
ば
、
妻
（
女
郎
花
）
が
死
ん
だ
私
は
、
外
の
女
（
真
先
に
咲
く
萩
の
花
）
に
急
い
で
逢
い

た
い
と
は
思
わ
な
い
と
の
寓
意
も
あ
ろ
う
か
。（

14
）

と
さ
れ
る
の
が
、
歌
の
本
旨
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
も
と
よ
り
、
延
長
三
年
の
室
の
薨
去
は
、
源
昭
子
で
あ
っ
て
、
頎
子
卒
去
時
の
后
の
宮

は
、『
日
本
紀
略
』
寛
平
九
年
八
九七
七
月
二
六
日
の
条
に
、「
己
亥
。
天
皇
御
二
南
殿
一
。
以
二
先光

皇孝

皇
太
夫
人
班
子
女
王
一
為
二
皇
太
后
一
。
従
三

位
藤［
宇
多
女
御
］

原
朝
臣
温
子
為
二
皇
后
一
。
即
日
任
二
職
官
一
。」（

15
）
と
あ
り
、
延
喜
七
年
九
〇七
六
月
七
日
の
条
に
「
壬
子
。
皇
太
夫
人
藤
原
朝
臣
温
子
崩
。

年［
マ
マ
三
六
］

卌
六
。
号
二
七
条
皇
后
一
。
天
皇
之
継
母
。
又
養
母
也
。
有
二
警
固
事
一
。」（
一
二
頁
）
と
あ
る
姉
の
温
子
で
あ
る
。
そ
し
て
、
頎
子
没
後
、
延

喜
三
年
頃
に
能
有
娘
昭
子
と
再
婚
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
婚
姻
に
よ
っ
て
皇
室
と
の
関
係
を
深
め
る
と
言
う
こ
と
は
、
政
治
的
に
重
要
な
こ
と
で
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あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
、
忠
平
と
違
っ
て
、
没
後
で
は
な
く
並
行
し
た
婚
姻
関
係
だ
が
、
曾
孫
の
道
長
は
、『
栄
花
物
語
』「
さ
ま
ざ
ま
の
よ
ろ
こ

び
」
に
、

か
か
る
ほ
ど
に
、
三
位
中
将
殿
、
土
御
門
の
源
氏
の
左
大
臣
殿
の
、
御
女
二
所
、
嫡む
か
ひ
ば
ら

妻
腹
に
、
い
み
じ
く
か
し
づ
き
た
て
ま
つ
り
て
、
后
が

ね
思
し
き
こ
え
た
ま
ふ
を
、
い
か
な
る
た
よ
り
に
か
、
こ
の
三
位
殿
、
こ
の
姫
君
を
い
か
で
と
、
心
深
う
思
ひ
き
こ
え
た
ま
ひ
て
、
気
色
だ

ち
き
こ
え
た
ま
ひ
け
り
。
さ
れ
ど
お
大お
と
ど臣
、「
あ
な
も
の
狂
ほ
し
。
こ
と
の
ほ
か
や
。
誰
か
、
た
だ
今
さ
や
う
に
口
わ
き
黄
ば
み
た
る
ぬ
し

た
ち
、
出
し
入
れ
て
は
見
ん
と
す
る
」
と
て
、
ゆ
め
に
聞
し
め
し
入
れ
ぬ
を
、
母
上
例
の
女
を
む
な

に
似
た
ま
は
ず
。
い
と
心
か
し
こ
く
か
ど
か

ど
し
く
お
は
し
て
、「
な
ど
て
か
、
た
だ
こ
の
君
を
婿
に
て
見
ざ
ら
ん
。
時
々
物
見
な
ど
に
出
で
て
見
る
に
、
こ
の
君
た
だ
な
ら
ず
見
ゆ
る

君
な
り
。
た
だ
わ
れ
に
ま
か
せ
た
ま
へ
れ
か
し
。
こ
の
こ
と
悪
し
う
や
あ
り
け
る
」
と
聞
え
た
ま
へ
ど
、
殿
、
す
べ
て
あ
べ
い
こ
と
に
も
あ

ら
ず
と
思
い
た
り
。（

16
）

と
あ
っ
て
、
宇
多
天
皇
皇
子
敦
実
親
王
息
左
大
臣
源
雅
信
娘
倫
子
と
の
結
婚
は
、
永
延
元
年
九
八七
道
長
二
二
歳
倫
子
二
四
歳
で
あ
り
、

い
と
ど
三
位
殿
は
思
し
わ
く
る
か
た
な
う
、
水
漏
る
ま
じ
げ
に
て
過
さ
せ
給
ほ
ど
に
、
故
村
上
の
先
帝
の
御
は
ら
か
ら
の
十
五
の
宮
の
姫

君
、
い
み
じ
う
か
し
づ
き
た
ま
へ
る
は
、
源
帥
と
聞
え
し
が
御
弟お
と
ひ
め
ぎ
み

姫
君
を
と
り
て
養
ひ
た
て
ま
つ
り
た
ま
ひ
し
な
り
け
り
。
そ
の
姫
君
を
后

宮
に
迎
へ
た
て
ま
つ
り
た
ま
ひ
て
、
宮
の
御
方
と
て
、
い
み
じ
う
や
む
ご
と
な
く
も
て
な
し
き
こ
え
た
ま
ふ
を
、
い
づ
れ
の
殿
ば
ら
も
い
か

で
い
か
で
と
思
ひ
き
こ
え
た
ま
へ
る
な
か
に
も
、
大
納
言
殿
は
、
例
の
御
心
の
色
め
き
は
む
つ
か
し
き
ま
で
思
ひ
き
こ
え
た
ま
へ
れ
ば
、
宮

の
御
前
、
さ
ら
に
さ
ら
に
あ
る
ま
じ
き
こ
と
に
制
し
ま
う
さ
せ
た
ま
ひ
け
る
を
、
こ
の
左
京
大
夫
殿
、
そ
の
御
局
の
人
に
よ
く
語
ら
ひ
つ

き
た
ま
ひ
て
、
さ
べ
き
に
や
お
は
し
け
ん
、
睦
ま
じ
う
な
り
た
ま
ひ
に
け
れ
ば
、
宮
も
、「
こ
の
君
は
た
は
や
す
く
人
に
も
の
な
ど
言
は
ぬ

人
な
れ
ば
あ
へ
な
ん
」
と
、
ゆ
る
し
き
こ
え
た
ま
ひ
て
、
さ
べ
き
さ
ま
に
も
て
な
さ
せ
た
ま
へ
ば
、
わ
が
御
こ
こ
ろ
ざ
し
も
思
ひ
き
こ
え
た

ま
ふ
う
ち
に
、
宮
の
御
心
用
ゐ
も
憚
り
思
さ
れ
て
、
お
ろ
か
な
ら
ず
思
さ
れ
つ
つ
あ
り
わ
た
り
た
ま
ふ
。
土
御
門
の
姫
君
は
、
た
だ
な
ら

ま
し
よ
り
は
と
思
せ
ど
、
お
ほ
か
た
の
御
心
ざ
ま
い
と
心
の
ど
か
に
、
お
ほ
ど
か
に
、
も
の
若
う
て
、
わ
ざ
と
何
か
と
も
思
さ
れ
ず
な
ん
。
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（
一
五
七
・
一
五
八
頁
）

と
あ
っ
て
、
醍
醐
天
皇
皇
子
源
高
明
娘
明
子
（
盛
明
親
王
養
女
）
と
の
結
婚
は
、
永
延
二
年
九
八八
道
長
二
三
歳
明
子
二
二
歳
？
と
な
る
。
忠
平

と
そ
の
曾
孫
道
長
に
見
ら
れ
る
、
一
世
源
氏
の
娘
と
の
結
婚
に
よ
っ
て
一
家
の
繁
栄
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
皇
室
と
の
婚
姻
に
つ
い
て
、
村
上
皇
女
ま
で
の
事
例
を
『
本
朝
皇
胤
紹
運
録
』
に
拠
っ
て
挙
げ
る
と
、

①
源
潔
姫
《
嵯
峨
皇
女
》
正
三
位
忠
仁
公
室
染
殿
后
母
。
母
當
麻
氏
［
頭
］
文
徳
実
録
。
斉
衡
三
年
八
五六
六
月
丙
申
。
正
三
位
源
朝
臣
潔

姫
薨

②
源
礼
子
《
光
孝
皇
女
》
配
伊
與
介
連
永
［
頭
］
要
記
。
礼
子
。
延
木
九
年
三
月
十
八
日
卒

③
源
順
子
〈
頎
子
〉《
宇
多
皇
女
》
配
貞
信
公
［
頭
］
紀
略
。
延
長
三
年
九
二五
四
月
四
日
。
左
大
臣
室
家
源
氏
卒　
※
紀
略
は
誤
り

④
普
子
内
親
王
《
醍
醐
皇
女
》
配
三
木
源
清
平
。
後
配
和
泉
守
俊
連
。
母
同
修
子
。［
頭
］
天
暦
元
年
九
四七
七
月
十
一
日
。
无
品
普
子
内
親

王
薨
。
年
三
十
八

⑤
韶
子
内
親
王
《
醍
醐
皇
女
》
賀
斎
。
配
大
納
言
清
蔭
并
河
内
守
惟
風
等
。
母
同
常
明
。［
頭
］
斎
院
記
。
韶
子
内
親
王
。
天
元
三
年
九
八〇

正
月
十
八
日
薨
（
六
三
）

⑥
靖
子
内
親
王
《
醍
醐
皇
女
》
配
師
氏
卿
。
母
同
克
明
［
頭
］
要
記
。
靖
子
。
天
暦
四
年
十
月
十
三
日
薨
。
三
十
六

⑦
勤
子
内
親
王
《
醍
醐
皇
女
》
四
品
。
配
師
輔
公
母
同
時
明
［
頭
］
天
慶
元
年
九
三八
外
記
日
記
。
十
一
月
五
日
。
是
日
酉
剋
。
四
品
勤
子

内
親
王
薨

⑧
雅
子
内
親
王
《
醍
醐
皇
女
》
斎
宮
。
配
九
条
殿
恒
徳
公
母
。［
頭
］
皇
胤
系
図
。
雅
子
内
親
王
。
母
源
周
子
。
要
記
雅
子
内
親
王
。
天
暦

八
年
九
五四
八
月
廿
九
日
薨
。
四
十
五

⑨
康
子
内
親
王
《
醍
醐
皇
女
》
一
品
准
三
宮
。
配
九
条
殿
。
仁
義
公
母
。
母
中
宮
穏
子
。［
頭
］
紀
略
天
徳
元
年
九
五七
六
月
六
日
薨
。

⑩
保
子
内
親
王
《
村
上
皇
女
》
配
法
興
院
殿
母
同
致
平
。［
頭
］
紀
略
。
永
延
元
年
九
八七
八
月
廿
一
日
。
保
子
内
親
王
薨
。
年
三
十
九
（
17
）
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の
一
〇
事
例
が
検
出
さ
れ
る
。
皇
女
の
婚
姻
に
つ
い
て
一
通
り
確
認
し
て
み
よ
う
。
①
の
源
潔
姫
は
、『
三
代
実
録
』
貞
観
一
一
年
八
六九
一
二
月

七
日
の
叔
父
當
麻
清
雄
の
卒
伝
、

七
日
庚
寅
。
從
四
位
下
行
伊
豫
權
守
當
麻
眞
人
清
雄
卒
。
清
雄
者
。
左
京
人
也
。
祖
從
五
位
下
吉
嶋
。
父
正
六
位
上
治
田
麿
。
清
雄
之
姉
爲
二

嵯
峨
天
皇
之
幸
姫
一
。
生
二
源
朝
臣
潔
姫
。
全
姫
二
皇
女
一
。
潔
姫
。
是
太
政
大
臣
忠
仁
公
之
室
也
。
生
二
太〈

明

子

〉

皇
太
后
一
。
清
雄
。
承
和
四
年
爲
二

織
部
佑
一
。
尋
歴
二
安
藝
掾
。
諸
陵
助
一
。
仁
壽
三
年
授
二
從
五
位
下
一
。
天
安
之
初
拜
二
圖
書
頭
一
。
二
歳
遷
爲
二
諸
陵
頭
一
。
同
年
爲
二
圖
書
頭
一
。

貞
觀
元
年
加
二
從
五
位
上
一
。
爲
二
伊
賀
守
一
。
六
年
進
二
正
五
位
下
一
。
八
年
至
二
從
四
位
下
一
。
爲
二
伊
豫
權
守
一
。
卒
時
年
七
十
六
。（

18
）

に
拠
る
と
、
嵯
峨
天
皇
の
寵
姫
で
あ
っ
た
當
麻
治
田
麿
の
娘
は
、
清
雄
の
姉
の
所
生
で
あ
っ
た
。
弟
清
雄
か
ら
推
量
す
る
と
、
嵯
峨
天
皇
よ
り

四
・
五
歳
若
い
く
ら
い
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
娘
の
潔
姫
も
、
嵯
峨
天
皇
の
最
愛
の
娘
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。『
文
徳
実
録
』
斉
衡
三
年
八
五六
六
月

二
五
日
の
潔
姫
薨
伝
に
、

丙廿

申五

。
正
三
位
源
朝
臣
潔
姫
薨
。
潔
姫
者
。
嵯
峨
太
上
天
皇
之
女
也
。
母
當
麻
氏
。
天
皇
選
レ
聟
未
レ
得
二
其
人
一
。
太
政
大
臣
正
一
位
藤
原
朝

臣
良
房
弱
冠
之
時
。
天
皇
悦
二
其
風
操
超
一レ
倫
。
殊
勅
嫁
レ
之
。
清
［
明
子
］

和
皇
太
后
即
其
長
女
也
。
潔
姫
性
能
二
琵
琶
一
。
頗
可
二
賞
翫
一
。
承
和
八
年

十
一
月
叙
二
正
四
位
下
一
。
仁
壽
元
年
十
一
月
叙
二
從
三
位
一
。
三
年
三
月
叙
二
正
三
位
一
。
薨
時
。
擇
二
賀カ
ク
ラ樂

岡
白
川
地
一
而
爲
二
葬
地
一
。（

19
）

と
あ
る
。
藤
原
良
房
の
繁
栄
も
ま
た
、
嵯
峨
天
皇
の
愛
娘
一
世
の
源
氏
潔
姫
を
室
と
し
た
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　

源
礼
子
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、「
配
伊
與
介
連
永
」
と
あ
っ
て
、
伊
予
国
は
、
上
国
で
、
そ
の
介
は
、
従
六
位
上
相
当
官
で
あ
る
。（

20
）
前
記
二

事
例
に
比
し
て
、
か
な
り
の
下
位
者
と
結
婚
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
五
五
歳
で
即
位
し
た
時
康
親
王
・
光
孝
天
皇
の
問
題
で
あ
ろ
う
。『
三
代
実

録
』
元
慶
八
年
八
八四
六
月
二
日
の
条
に
、

二
日
辛
卯
。
正
四
位
下
源
朝
臣
是
忠
。
无
位
源
朝
臣
是
貞
。
源
朝
臣
国
範･
源
朝
臣
諱
。
源
朝
臣
香
泉
。
源
朝
臣
友
貞
。
源
朝
臣
遅
子
。
源

朝
臣
緩
子
。
源
朝
臣
麗
子
。
源
朝
臣
奇
子
。
従
三
位
源
朝
臣
忠
子
。
従
四
位
下
源
朝
臣
簡
子
。
無
位
源
朝
臣
崇
子
。
源
朝
臣
連
子
。
源
朝
臣

綏
子
。
源
朝
臣
礼
子
。
源
朝
臣
最
子
。
源
朝
臣
偕
子
。
源
朝
臣
黙
子
。
源
朝
臣
是
子
。
源
朝
臣
並
子
。
源
朝
臣
為
子
。
源
朝
臣
深
子
。
源
朝
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臣
周
子
。
源
朝
臣
密
子
、
並
是
天
皇
皇
子
廿
九
人
、
依
二
去
四
月
十
三
日
勅
書
一
。
賜
レ
姓
隷
二
左
京
一
條
一
。
以
二
近
善
一
爲
二
戸
頭
一
。
无
位

源
朝
臣
舊
鑒
。
源
朝
臣
是
貞
。
源
朝
臣
國
紀
。
源
朝
臣
諱
。
源
朝
臣
香
泉
。
源
朝
臣
友
貞
。
従
四
位
下
源
朝
臣
簡
子
。
無
位
源
朝
臣
遅
子
。

源
朝
臣
麗
子
。
源
朝
臣
奇
子
。
源
朝
臣
緩
子
。
源
朝
臣
崇
子
。
源
朝
臣
連
子
。
源
朝
臣
礼
子
。
源
朝
臣
綏
子
。
源
朝
臣
最
子
。
源
朝
臣
黙
子
。

源
朝
臣
是
子
。
源
朝
臣
並
子
。
源
朝
臣
謙
子
。
源
朝
臣
爲
子
。
源
朝
臣
偕
子
。
源
朝
臣
深
子
。
源
朝
臣
周
子
。
源
朝
臣
密
子
廿
五
人
預
二
時

服
月
俸
一
。
僧
空
性
亦
是
皇
子
。
同
預
二
時
服
月
俸
一
。
並
頒
二
下
所
司
一
訖
。（

21
）

と
、
竜
潛
期
間
が
長
か
っ
た
関
係
か
、
皇
胤
子
女
も
多
く
、
ま
た
、
伝
記
の
不
明
な
者
も
多
い
。
連
永
は
、『
三
代
実
録
』
仁
和
元
年
八
八五
閏
三

月
一
九
日
の
条
に
、「
甲
辰
。
授
二
式
部
少
丞
〈
従
六
位
上
相
当
〉
正
七
位
下
藤
原
朝
臣
連
永
従
五
位
下
一
。」
と
あ
り
、
そ
の
翌
日
「
廿
日
乙
巳
。

從
五
位
下
藤
原
朝
臣
連
永
為
二
大
宰
少
貳
一
。」（

22
）
と
あ
っ
て
、
大
宰
少
弐
は
、
正
五
位
上
相
当
官
で
（
23
）、
従
五
位
下
藤
原
朝
臣
連
永
と
し
て
は

優
遇
処
置
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
時
康
親
王
皇
娘
礼
子
と
の
結
婚
が
行
わ
れ
て
い
た
結
果
と
見
て
良
い
で
あ
ろ
う
。
そ
う
な
れ
ば
、
醍
醐
天
皇
更

衣
鮮
子
は
、
伊
予
介
連
永
の
娘
と
い
う
こ
と
よ
り
も
、
光
孝
皇
女
源
礼
子
の
娘
と
し
て
入
内
し
、
代
明
親
王
・
恭
子
内
親
王
・
婉
子
内
親
王
・
敏

子
内
親
王
を
生
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
醍
醐
後
宮
に
は
、
班
子
女
王
所
生
の
為
子
内
親
王
が
妃
と
し
て
入
内
し
、
光
孝
皇
子
源
舊
鑒
の
娘

封
子
が
更
衣
と
し
て
入
内
し
て
、
克
明
親
王
・
宣
子
内
親
王
・
靖
子
内
親
王
を
生
ん
で
い
る
よ
う
に
、
祖
父
光
孝
天
皇
の
突
然
の
即
位
に
よ
る
も

の
と
し
て
、
違
例
の
事
例
と
み
る
べ
き
で
あ
る
。
と
も
あ
れ
、
皇
女
源
氏
と
の
結
婚
が
、
優
遇
繁
栄
に
繋
が
る
こ
と
は
同
様
で
あ
る
。

　

孚
子
内
親
王
と
源
喜
種
と
の
恋
愛
は
、
七
六
・
七
七
・
一
一
七
段
に
語
ら
れ
る
。
七
六
段
は
、

　

桂
の
み
こ
の
御
も
と
に
、
嘉
種
が
来
た
り
け
る
を
、
母
御
息
所
、
聞
き
つ
け
た
ま
ひ
て
、
門
を
さ
さ
せ
た
ま
う
け
れ
ば
、
夜
ひ
と
夜
立
ち

わ
づ
ら
ひ
て
、
か
へ
る
と
て
、「
か
く
聞
こ
へ
た
ま
へ
」
と
て
、
門
の
は
さ
ま
よ
り
い
ひ
い
れ
け
る
。

　
　

今
宵
こ
そ
涙
の
川
に
入
る
ち
ど
り
な
き
て
か
へ
る
と
君
は
知
ら
ず
や

と
、
喜
種
を
孚
子
内
親
王
の
母
が
、
門
を
閉
め
さ
せ
て
邸
内
に
入
れ
な
か
っ
た
話
で
、
冒
頭
に
示
し
た
『
律
令
』「
継
嗣
令
」
に
よ
っ
て
、
婚
姻

が
許
さ
れ
な
い
相
手
と
し
て
門
を
閉
ざ
し
た
の
で
あ
る
。
年
時
が
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
次
の
七
七
段
が
、
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こ
れ
も
お
な
じ
み
こ
に
、
お
な
じ
男
、　　
　
　
　
　
　
　

　
　

長
き
夜
を
あ
か
し
の
浦
に
焼
く
塩
の
け
ぶ
り
は
空
に
立
ち
や
の
ぼ
ら
ぬ

か
く
て
し
の
び
つ
つ
あ
ひ
た
ま
ひ
け
る
ほ
ど
に
、
院
に
八
月
十
五
夜
せ
ら
れ
け
る
に
、「
ま
い
り
た
ま
へ
」
と
あ
り
け
れ
ば
、
ま
ゐ
り
た
ま

ふ
に
、
院
に
て
は
あ
ふ
ま
じ
け
れ
ば
、「
せ
め
て
今
宵
は
な
ま
ゐ
り
た
ま
ひ
そ
」
と
と
ど
め
け
り
。
さ
れ
ど
、
召
し
な
り
け
れ
ば
、
え
と
ど

ま
ら
で
、
急
ぎ
ま
ゐ
り
た
ま
ひ
け
れ
ば
、
嘉
種
、

　
　

竹
取
が
よ
よ
に
泣
き
つ
と
ど
め
け
む
君
は
君
に
と
今
宵
し
も
ゆ
く　
　
　
　
　
　

と
あ
っ
て
、「
院
に
八
月
十
五
夜
せ
ら
れ
け
る
」
が
、『
日
本
紀
略
』
延
喜
九
年
閏
八
月
一
五
日
の
条
に
「
夜
太（

宇

多

）

上
法
皇
召
二
文
人
於
亭
子
院
一
。
令
レ

賦
下
月
影
浮
二
秋
池
一
之
詩
上
。」（

24
）
と
あ
る
時
の
こ
と
な
ら
ば
、
寛
平
五
年
八
九三
頃
生
ま
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
孚
子
内
親
王
は
、
一
七
歳
ほ
ど
で
、

一
一
七
段
に
、

　

桂
の
み
こ
、
嘉
種
に
、　　
　
　

　
　

露
し
げ
み
草
の
た
も
と
を
枕
に
て
君
ま
つ
む
し
の
音
を
の
み
ぞ
な
く　
　

と
見
え
る
よ
う
に
、
恋
愛
が
進
行
し
て
い
た
も
の
と
推
量
さ
れ
る
。
し
か
し
、
結
婚
は
無
理
で
あ
っ
た
。『
後
撰
和
歌
集
』
恋
四
に
、

女
五
の
み
こ
に　
　
　
　
　
　
　

忠
房
朝
臣

八
八
〇　

君
が
な
の
立
つ
に
と
が
な
き
身
な
り
せ
ば
お
ほ
よ
そ
人
に
な
し
て
み
ま
し
や

返
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

女
五
の
み
こ

八
八
一　

た
え
ぬ
る
と
見
れ
ば
あ
ひ
ぬ
る
白
雲
の
い
と
お
ほ
よ
そ
に
お
も
は
ず
も
が
な

藤
原
忠
房
と
第
五
皇
女
と
の
贈
答
歌
が
あ
る
。
片
桐
氏
は
「
宇
多
天
皇
第
五
皇
女
依
子
内
親
王
か
」（

25
）

と
し
、
工
藤
氏
は
、「
女
五
の
み
こ
成

子
内
親
王
。
宇
多
皇
女
。
母
未
詳
。
皇
胤
紹
運
録
の
第
五
女
は
依
子
内
親
王
に
あ
た
り
、
勅
撰
作
者
部
類
・
底
本
勘
物
も
依
子
内
親
王
と
す
る

が
、
日
本
紀
略
天
元
元
年
九
七八
十
二
月
条
に
『
入
道
四
品
成
子
内
親
王
薨
、
宇
多
院
第
五
女
』
と
あ
る
の
に
拠
る
。
依
子
は
日
本
紀
略
承
平
六
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年
九
三六
七
月
一
日
条
に
『
依
子
内
親
王
薨
、
宇
多
第
七
女
』
と
あ
る
。」（

26
）
と
す
る
。
外
の
根
拠
と
な
る
も
の
は
な
く
、『
日
本
紀
略
』
寛
平
四

年
八
九二
十
二
月
の
条
に
、「
廿
九
日
壬
辰
。
以
二
皇
女
柔
子
・
君
子
一
為
二
内
親
王
一
。」
と
あ
り
、
宇
多
御
子
で
、
年
齢
と
親
王
内
親
王
宣
下
が
解

る
敦
実
親
王
と
依
子
内
親
王
が
、
共
に
三
歳
で
あ
っ
て
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
も
特
に
年
齡
的
な
こ
と
に
よ
っ
て
も
、
成
子
・
依
子
の
先
後
を
決
す

る
も
の
は
な
く
、『
日
本
紀
略
』
の
記
事
に
拠
る
し
か
な
い
。
ど
ち
ら
に
し
て
も
、
皇
女
と
の
結
婚
は
、
許
さ
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

　

醍
醐
天
皇
皇
女
韶
子
内
親
王
と
源
清
蔭
の
結
婚
に
関
わ
る
一
一
・
一
二
段
は　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

故
源
大
納
言
の
君
、
忠
房
の
ぬ
し
の
み
む
す
め
東
の
方
を
、
年
ご
ろ
思
ひ
て
す
み
た
ま
ひ
け
る
を
、
亭
子
院
の
若
宮
に
つ
き
た
て
ま
つ
り

た
ま
ひ
て
、
は
な
れ
た
ま
う
て
、
ほ
ど
経
に
け
り
。
子
ど
も
な
ど
あ
り
け
れ
ば
、
言
も
絶
え
ず
、
お
な
じ
所
に
な
む
す
み
た
ま
ひ
け
る
。
さ

て
、
よ
み
た
ま
へ
り
け
る
。

　
　

住
の
江
の
松
な
ら
な
く
に
久
し
く
も
君
と
寝
ぬ
夜
の
な
り
に
け
る
か
な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
あ
り
け
れ
ば
、
返
し
、　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

久
し
く
は
お
も
ほ
え
ね
ど
も
住
の
江
の
松
や
ふ
た
た
び
生
ひ
か
は
る
ら
む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
な
む
あ
り
け
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

お
な
じ
お
と
ど
、
か
の
宮
を
え
た
て
ま
つ
り
た
ま
ひ
て
、
帝
の
あ
は
せ
た
て
ま
つ
り
た
ま
へ
り
け
れ
ど
、
は
じ
め
ご
ろ
、
し
の
び
て
夜
な

夜
な
通
ひ
た
ま
ひ
け
る
こ
ろ
、
帰
り
て
、

　
　

あ
く
と
い
へ
ば
し
づ
心
な
き
春
の
夜
の
夢
と
や
君
を
夜
の
み
は
見
む

と
あ
っ
て
、
時
系
列
で
見
れ
ば
、
一
二
段
が
先
で
あ
る
。
醍
醐
天
皇
崩
御
が
延
長
八
年
九
三〇
九
月
二
九
日
。
韶
子
内
親
王
斎
院
退
下
が
同
日
。

そ
し
て
、
宇
多
法
皇
崩
御
が
承
平
元
年
九
三一
七
月
一
九
日
で
あ
る
か
ら
、
醍
醐
諒
闇
中
の
延
長
九
年
九
三一
春
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
韶
子
内
親
王

を
正
室
と
し
て
迎
え
る
に
当
た
っ
て
、
藤
原
忠
房
の
娘
東
の
方
と
離
婚
し
て
い
た
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。
同
居
し
た
ま
ま
で
あ
る
か
ら
、
形
式
的

な
離
婚
と
言
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
清
蔭
の
「
住
の
江
の
」
歌
か
ら
す
れ
ば
、
清
蔭
は
室
か
ら
妾
に
変
わ
っ
た
く
ら
い
の
感
覚
か
。
し
か
し
、
室



『
大
和
物
語
』
皇
女
婚
姻
考

一
一

だ
っ
た
東
の
方
に
し
て
み
れ
ば
、「
久
し
く
は
」
歌
ど
お
り
、
妾
と
い
う
立
場
は
認
め
が
た
い
も
の
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。『
公
卿
補
任
』
延
長
八
年

の
条
項
を
見
る
と
、

摂
政　
　
　

正
二
位　

藤
忠
平　

51　
　
　
　
　
　
　
　
　

参
議　

従
三
位　

×
源　

悦　

75　

正
月
八
日
薨

左
大
臣　
　

正
二
位　

藤
忠
平　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
四
位
下　

源
清
蔭　

47

右
大
臣　
　

従
二
位　

藤
定
方　

56　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
四
位
下　

藤
玄
上

大
納
言　
　

正
三
位
×
藤
清
貫　

64　

六
月
二
六
日
薨　
　
　
　
　

正
四
位
下　

藤
邦
基　

56　

十
二
月
十
七
日
任
中
納
言

　
　
　
　
　

正
三
位　

藤
仲
平　

56　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

従
四
位
上　

藤
扶
幹　

67

　
　
　
　
　

正
三
位　

藤
保
忠　

41　

十
二
月
十
七
日
任　
　
　
　

従
四
位
上　

橘
公
頼　

54

中
納
言　
　

従
三
位　

藤
恒
佐　

51　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

従
四
位
上　

藤
當
幹　

67

　
　
　
　
　

従
三
位　

藤
兼
輔　

54　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

従
四
位
上　

平
伊
望　

50　

中
納
言
右
大
将
惟
範
二
男

　
　
　
　
　

従
三
位　

藤
邦
基　

57　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

従
四
位
上　

平
時
望　

54　

中
納
言
右
大
将
惟
範
一
男
（
27
）

参
議
以
上
の
者
の
中
で
は
、
源
清
蔭
し
か
内
親
王
と
の
結
婚
可
能
者
と
し
て
該
当
し
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
、
清
蔭
は
宇
多
院
の
院
司
と
い
う
こ

と
か
ら
も
、
故
藤
原
忠
房
が
宇
多
法
皇
の
寵
臣
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
か
ら
も
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
清
蔭
元
室

東
の
方
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
到
底
受
け
入
れ
難
い
こ
と
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
二
三
段
に
は
、

　

陽
成
院
の
二
の
み
こ
、
後
蔭
の
中
将
の
む
す
め
に
、
年
ご
ろ
す
み
た
ま
ひ
け
る
を
、
女
五
の
宮
を
え
た
て
ま
つ
り
た
ま
ひ
て
の
ち
、
さ
ら

に
と
ひ
た
ま
は
ざ
り
け
れ
ば
、
い
ま
は
お
は
し
ま
じ
き
な
め
り
と
、
思
ひ
絶
え
て
、
い
と
あ
は
れ
に
て
ゐ
た
ま
へ
り
け
る
に
、
い
と
久
し
く

あ
り
て
、
思
ひ
か
け
ぬ
ほ
ど
に
お
は
し
ま
し
た
り
け
れ
ば
、
え
も
の
も
聞
こ
え
で
、
に
げ
て
戸
の
う
ち
に
入
り
に
け
り
。
か
へ
り
た
ま
ひ

て
、
み
こ
、
朝
に
、「
な
ど
か
年
ご
ろ
の
こ
と
も
申
さ
む
と
て
ま
う
で
た
り
し
に
、
隠
れ
た
ま
ひ
に
し
」
と
あ
り
け
れ
ば
、
こ
と
ば
は
な
く
て
、

か
く
な
む
。
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せ
か
な
く
に
絶
え
と
絶
え
に
し
山
水
の
た
れ
し
の
べ
と
か
声
を
聞
か
せ
む

と
、
陽
成
天
皇
皇
子
元
平
親
王
が
、
宇
多
天
皇
第
五
皇
女
依
子
内
親
王
と
の
結
婚
に
よ
っ
て
、
後
蔭
中
納
言
の
娘
と
疎
遠
に
な
っ
た
話
が
あ
っ
て
、

こ
ち
ら
も
、
内
親
王
降
嫁
に
依
っ
て
形
式
的
で
あ
っ
て
も
離
婚
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
と
理
解
し
て
良
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

さ
て
、
こ
こ
で
内
親
王
が
結
婚
に
至
ら
な
か
っ
た
話
を
見
て
み
よ
う
。
九
三
段
に
、
雅
子
内
親
王
と
藤
原
敦
忠
の
恋
愛
が
あ
る
。

　

こ
れ
も
お
な
じ
中
納
言
、
斎
宮
の
み
こ
を
年
ご
ろ
よ
ば
ひ
た
て
ま
つ
り
た
ま
う
て
、
今
日
明
日
あ
ひ
な
む
と
し
け
る
ほ
ど
に
、
伊
勢
の
斎

宮
の
御
占
に
あ
ひ
た
ま
ひ
に
け
り
。「
い
ふ
か
ひ
な
く
く
ち
を
し
」
と
、
思
ひ
た
ま
う
け
り
。
さ
て
よ
み
て
奉
り
け
る
。

　
　

伊
勢
の
海
千
尋
の
浜
に
ひ
ろ
ふ
と
も
今
は
か
ひ
な
く
お
も
ほ
ゆ
る
か
な

と
な
む
あ
り
け
る
。

と
あ
り
、
当
該
章
段
の
話
は
『
後
撰
和
歌
集
』
恋
五
、九
二
七
番
歌
に
も
、

西
四
条
の
斎
宮
ま
だ
み
こ
に
も
の
し
給
ひ
し
時
、
心
ざ
し
あ
り
て
お
も
ふ
事
侍

り
け
る
あ
ひ
だ
に
、
斎
宮
に
さ
だ
ま
り
た
ま
ひ
に
け
れ
ば
、
そ
の
あ
く
る
あ
し

た
に
さ
か
木
の
枝
に
さ
し
て
さ
し
お
か
せ
侍
り
け
る　
　
　

あ
つ
た
だ
の
朝
臣

伊
勢
の
海
の
ち
ひ
ろ
の
は
ま
に
ひ
ろ
ふ
と
も
今
は
何
て
ふ
か
ひ
か
あ
る
べ
き

と
あ
る
。
西
四
条
斎
宮
雅
子
内
親
王
と
藤
原
敦
忠
の
恋
愛
で
あ
る
。
雅
子
内
親
王
の
斎
宮
卜
定
は
承
平
元
年
九
三一
一
二
月
二
五
日
で
あ
る
か
ら
、

敦
忠
は
従
五
位
上
左
近
権
少
将
時
代
で
あ
る
。
雅
子
内
親
王
は
、
醍
醐
天
皇
更
衣
源
周
子
が
承
平
五
年
九
三五
冬
に
卒
し
た
の
で
斎
宮
を
退
下
し

て
い
る
。
こ
の
年
、
雅
子
内
親
王
は
、
二
六
歳
、
敦
忠
は
、
従
四
位
下
蔵
人
頭
左
近
権
中
将
で
三
〇
歳
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
雅
子
内
親
王
と
結

婚
し
た
の
は
、
藤
原
師
輔
で
あ
る
。
師
輔
は
、
雅
子
内
親
王
の
前
に
、
同
母
姉
の
勤
子
内
親
王
と
結
婚
し
、
勤
子
内
親
王
薨
後
は
雅
子
内
親
王
と
、

雅
子
内
親
王
薨
後
は
、
北
宮
康
子
内
親
王
と
結
婚
し
て
い
る
。
師
輔
は
、
臣
下
と
し
て
初
め
て
内
親
王
と
結
婚
し
た
。
そ
れ
も
、
三
人
の
内
親
王

と
の
結
婚
で
あ
っ
た
。
そ
の
あ
た
り
の
こ
と
を
、
確
認
し
て
み
よ
う
。
勤
子
内
親
王
と
の
結
婚
は
、『
貫
之
集
』
七
一
六
番
歌
に
、
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宰
相
中
将
の
四
条
の
み
や
に
す
み
は
じ
め
給
ふ
に
ま
う
で
て
、
事
の
つ
い
で
あ
り
て
よ
め
る

も
の
ご
と
に
影
水
底
に
う
つ
れ
ど
も
千
年
の
松
ぞ
ま
つ
は
み
え
け
る

と
あ
り
、
前
の
七
一
三
番
歌
詞
書
は
、「
延
長
八
年
と
さ
の
国
に
く
だ
り
て
。
承
平
五
年
に
京
に
の
ぼ
り
て
、
左
大
臣
殿
し
ら
か
は
殿
に
お
は

し
ま
す
御
と
も
に
ま
う
で
た
る
に
、
歌
つ
か
う
ま
つ
れ
と
あ
れ
ば
よ
め
る
」
と
あ
っ
て
、
承
平
五
年
九
三五
二
月
一
六
日
の
帰
京
後
の
こ
と
で
、

七
一
四
番
歌
詞
書
は
「
つ
ね
す
け
の
中
納
言
の
あ
ふ
ぎ
あ
は
せ
の
う
た
」
と
あ
っ
て
、
藤
原
恒
佐
の
中
納
言
時
代
は
、
延
喜
二
三
年
一
月
一
二

日
か
ら
承
平
三
年
九
三三
二
月
一
二
日
の
間
の
こ
と
で
、『
貫
之
集
』
第
六
の
配
列
が
、
ほ
ぼ
年
時
順
に
な
っ
て
い
る
こ
と
と
矛
盾
す
る
よ
う
だ

が
、
西
本
願
寺
本
に
は
「
大
納
言
」
と
あ
っ
て
、
大
納
言
で
あ
れ
ば
、
承
平
三
年
二
月
一
三
日
か
ら
承
平
七
年
九
三七
一
月
二
三
日
に
右
大
臣
に

任
ぜ
ら
れ
た
間
の
こ
と
と
な
っ
て
、
配
列
に
問
題
は
な
い
。
次
の
七
一
七
番
歌
の
詞
書
は
、「
承
平
五
年
十
二
月
、
左
衛
門
の
か
う
の
と
の
の
を

と
こ
女
君
た
ち
元
服
し
、
も
き
給
ふ
夜
よ
め
る
」
と
あ
っ
て
、『
吏
部
王
記
』
承
平
五
年
一
二
月
に
、「
二
日
、
至
左（
藤
原
実
頼
）

衛
門
督
家
、
依
一
男
二
女
元

服
也
云
々
」（

28
）
と
あ
る
藤
原
実
頼
の
息
子
敦
敏
の
元
服
、
長
女
慶
子
と
次
女
某
女
の
裳
着
の
屏
風
と
知
ら
れ
る
。
師
輔
が
宰
相
中
将
と
呼
称
さ

れ
る
の
は
、
延
長
九
年
九
三一
三
月
一
三
日
に
右
近
権
中
将
に
任
ぜ
ら
れ
て
、
承
平
五
年
二
月
二
三
日
に
参
議
に
任
ぜ
ら
れ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。

勤
子
内
親
王
と
師
輔
の
結
婚
は
、
承
平
五
年
に
参
議
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
と
推
定
さ
れ
る
。
師
輔
は
延
長
二
年
九
二四
七
月
一
五
日
に
一
男
伊

尹
が
生
ま
れ
て
い
る
の
で
、
藤
原
邦
経
娘
盛
子
と
の
結
婚
は
、
そ
れ
以
前
で
あ
り
、
勤
子
内
親
王
降
嫁
に
は
、
源
清
蔭
が
忠
房
娘
東
の
方
と
離
婚

後
も
同
居
し
て
い
た
よ
う
に
、
形
式
上
は
盛
子
と
は
離
婚
し
た
こ
と
に
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

承
平
五
年
の
公
卿
を
『
公
卿
補
任
』
に
よ
っ
て
掲
示
す
る
と
、

摂
政
・
左
大
臣　

従
一
位　

藤
忠
平　

56　
　
　
　
　
　
　
　

参
議　

正
四
位
下　

源
清
蔭　

52

　
　
　

右
大
臣　

正
三
位　

藤
仲
平　

61　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
四
位
下　

源
是
茂　

51

　
　
　

大
納
言　

正
三
位　

藤
保
忠　

46　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
四
位
下　

藤
伊
衡　

60

　
　
　
　
　
　
　

正
三
位　

藤
恒
佐　

56　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
四
位
下　

橘
公
頼　

59
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一
四

　
　
　

中
納
言　

従
三
位　

藤
扶
幹　

72　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
四
位
下　

藤
当
幹　

72

　
　
　
　
　
　
　

従
三
位　

平
伊
望　

55　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
四
位
下　

平
時
望　

59

　
　
　
　
　
　
　

従
三
位　

藤
実
頼　

36　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

従
四
位
上　

紀
淑
光　

67

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

従
四
位
下　

藤
師
輔　

28
（
29
）

と
、
求
愛
し
て
い
た
師
輔
以
外
は
該
当
す
る
対
象
者
は
い
な
か
っ
た
。
勤
子
内
親
王
と
盛
子
と
が
妻
妾
位
置
関
係
が
ど
う
い
う
も
の
で
あ
っ
た
か

に
つ
い
て
、
具
体
的
な
証
左
と
な
る
資
料
は
見
出
し
て
い
な
い
。
工
藤
氏
は
、
勤
子
内
親
王
を
「
妾
」
と
す
る
。
そ
の
根
拠
と
し
て
は
、

　

勤
子
内
親
王
は
師
輔
の
「
つ
ま
」
と
し
て
、
如
何
な
る
存
在
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
本
朝
皇
胤
紹
運
録
に
は
「
配
師
輔
公
」
と
あ
り
、
日

本
紀
略
天
慶
元
年
九
三八
十
一
月
五
日
の
薨
去
の
記
事
に
は
「
中
納
言
師
輔
室
」
と
あ
り
、
師
輔
は
四
十
九
日
の
追
善
法
要
も
行
っ
て
い
る
。

九
暦
に
は
「
同
八
年
十
二
月
廿
四
日
、
荷の
さ
き前

の
事
有
り
、
故
勤
子
内
親
王
の
喪
に
遭
ひ
て
の
後
、
未
だ
例
に
随
は
ず
、
加
ふ
る
に
上
臈
の
公

卿
、
数
々
参（
マ
マ
）仕
す
る
に
依
り
、
闕け
た
い怠
有
る
こ
と
無
し
と
云
々
、
仍よ
り

て
使
役
に
参
仕
せ
ず
」（
大
日
本
古
記
録
九
九
頁
）
と
あ
る
。
勤
子
内
親

王
が
師
輔
に
配
さ
れ
、
社
会
的
に
も
そ
れ
が
任
地
さ
れ
て
い
た
の
は
慥
か
で
あ
る
。
だ
が
お
そ
ら
く
師
輔
は
勤
子
内
親
王
の
喪
に
は
服
し
て

い
な
い
。
行
事
不
参
の
理
由
説
明
の
「
未
随
例
」
は
通
例
の
勤
務
に
復
帰
し
て
い
な
い
の
意
。「
加
以
、
上
臈
公
卿
、
…
…
仍
不
参
仕
使
役
」

は
場
合
に
よ
っ
て
は
参
仕
す
る
事
も
有
り
得
る
言
い
方
で
あ
る
。
だ
か
ら
正
式
な
形
で
は
喪
に
服
し
て
い
な
い
。（

30
）

と
服
喪
に
よ
っ
て
証
明
さ
れ
て
い
る
。
荷
前
使
い
に
つ
い
て
は
、『
九
暦
』
の
天
慶
七
年
九
四四
閏
一
二
月
二
日
の
条
に
、「
使
参
議
以
上
八
人
也
、

而
參
入
四
人
〈
大（
藤
原
実
頼
）

納
言
・
左（
藤
原
顕
忠
）

衛
門
督
・
藤（

元

方

）

中
納
言
・
民（
藤
原
忠
文
）

部
卿
〉、
申
障
四
人
〈
源（

清

蔭

）

中
納
言
・
右源

高

明

衛
門
督
・
大（
伴
保
平
）

蔵
卿
・
源（
兼
明
）

宰
相
〉」（
一〇〇頁
）
と
あ
り
、

天
暦
元
年
九
四七
一
二
月
一
六
日
の
条
に
は
、「
使
参
議
以
上
八
人
之
中
申
障
之
者
五
人
、
中
納
言
顯
忠
卿
・
元
方
卿
・
権
中
納
言
高
明
卿
・
參
議

保
平
朝
臣
等
」（
一〇四頁
）
と
あ
る
。
師
輔
は
承
平
五
年
二
月
二
三
日
に
参
議
に
任
ぜ
ら
れ
て
、
そ
の
年
の
荷
前
に
は
、

承
平
五
年
十
二
月
廿
五
日
、
乙
酉
、
有
荷
前
事
、
依
當
殊
固
之
身
忌
、
閇
門
戸
也
、
巳
時
召
使
來
云
、
大
外
記
淸
方
仰
云
、
使
參
議
以
上
多

申
障
不
參
、
早
可
參
入
者
、
依
殊
固
忌
、
稱
罷
去
他
處
之
由
不
參
入
、
前
日
大
（
藤
原
忠
平
）
閤
仰
云
、
故
高
階
忠
岑
眞
人
云
、
物
忌
日
者
不
可
參
向
神
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一
五

社
及
山
稜
、
是
古
人
所
傳
也
云
々
、
彼
眞
人
能
習
陰
陽
之
道
、
知
如
此
事
之
者
也
者
、
承
此
仰
之
後
、
所
障
尤
多
、
仍
不
參
入
耳
（
31
）

と
あ
っ
て
、
物
忌
の
理
由
で
不
参
と
し
て
い
る
。
こ
の
年
は
、
大
納
言
か
ら
参
議
ま
で
一
三
人
で
、
そ
の
多
く
が
障
を
申
し
た
の
だ
ろ
う
。
翌
承

平
六
年
の
荷
前
は
、
師
輔
は
後
山
階
陵
（
醍
醐
天
皇
）
へ
の
使
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
問
題
の
天
慶
元
年
九
三八
は
、

同
八
年
十
二
月
廿
四
日
、
丁
酉
、
有
荷
前
事
、
遭
故
勤
子
内
親
王
喪
之
後
未
隨
例
、
加
以
上
臈
公
卿
依
數
參
仕
、
無
有
闕
怠
云
々
、
仍
不
奉

仕
使
役
、（

32
）

と
あ
る
。
こ
の
年
の
公
卿
は
、
大
納
言
藤
原
扶
幹
が
五
月
五
日
に
薨
じ
、
中
納
言
平
時
望
が
三
月
二
五
日
に
薨
じ
、
参
議
藤
原
伊
衡
が
一
二
月

一
七
日
に
薨
じ
て
お
り
、
七
人
を
超
え
て
六
月
二
三
日
に
権
中
納
言
と
な
っ
た
師
輔
を
外
す
と
、
大
納
言
平
伊
望
・
中
納
言
藤
原
実
頼
・
参
議
橘

公
頼
・
源
清
蔭
・
藤
原
当
幹
・
源
是
茂
・
紀
淑
光
・
藤
原
顕
忠
の
八
人
の
誰
も
が
「
障
を
申
さ
ず
」
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。『
九
暦
』

の
「
大
臣
家
大
饗
」
天
慶
二
年
九
三九
の
条
に
、「
己
亥
、
正
月
四
日
、
丙
午
、
天
晴
、
宗
長
參

殿
（
藤
原
忠
平
）

、
巳
時
渡
給
東
院
、
大
閤
下
自
去
冬
頗
有

惱
給
、
仍
不
出
給
客
亭
、
左（
藤
原
仲
平
）

大
臣
御
病
後
未
被
随
例
、
以
民
部
卿
大
納
言
尊
者
」（

33
）
と
あ
っ
て
、
病
気
の
理
由
を
も
っ
て
通
常
業
務
に
従
事
し

な
い
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
や
は
り
こ
こ
は
、『
大
日
本
史
料
』
頭
注
「
師
輔
妻
ノ
喪
ニ
依
リ
テ
奉
仕
セ
ズ
」（

34
）、『
大
日
本
古
記
録
』
の
頭
注

「
師
輔
妻
ノ
喪
ニ
ヨ
リ
荷
前
使
ヲ
奉
仕
セ
ズ
」
と
い
う
理
解
で
良
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。「
妾
妻
」
扱
い
だ
っ
た
の
か
。
ま
た
は
、
盛
子
が
源

清
蔭
離
婚
妻
の
よ
う
な
扱
い
だ
っ
た
の
か
は
、
不
明
で
あ
る
。
ま
だ
検
討
の
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
。
師
輔
の
結
婚
を
中
心
に
敦
忠
の
恋
愛
と
合

わ
せ
て
表
示
す
る
と
、
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一
六

年
号

西
暦
　
　

敦　
　

忠

　
　

師　
　

輔

　
　

備　
　

考

延
喜
21

　
　

22

延
長
1

　
　

2

　
　

3

　
　

4

　
　

5

　
　

6

　
　

7

　
　

8

承
平
1

　
　

2

　
　

3

　
　

4

　
　

5

　
　

6

　
　

7

天
慶
1

　
　

2

　
　

3

　
　

4

　
　

5

　
　

6

　
　

7

921 923 　 930  931  938  940  944

1
・
25
従
五
下
（
16
）

1
・
12
侍
従
（
18
）

1
・
7
従
五
上
（
23
）
6
・
9
左
兵
衛
佐

3
・
13
左
近
少
将
（
26
）

11
・
16
正
五
位
下
（
27
）　 

1
・
7
従
四
位
下
（
29
）

12
・
21
左
中
将

2
・
28
蔵
人
頭
（
30
）

1
・
7
従
四
位
上
8
・
27
任
参
議
（
34
）

3
・
29
従
三
位
権
中
納
言
（
37
）

3
・
7
敦
忠
没
（
38
）

9
・
5
従
五
位
下
（
16
）

2
・
1
侍
従
（
17
）

1
・
7
従
五
位
上
（
22
）

3
・
13
右
少
将 

閏
5
・
11
蔵
人
頭

11
・
16
正
五
位
下
（
25
）

1
・
12
右
中
将
（
26
）

1
・
7
従
四
位
下
（
27
）

 
2
・
23
参
議
従
四
位
下
（
28
）

師
輔
盛
子
と
結
婚

敦
忠
、
仲
平
娘
明
子
と
恋
愛
→
（
大
和
92
段
）

7
・
15
師
輔
一
男
伊
尹
生

7
・
15
師
輔
二
男
兼
通
生

是
歳
師
輔
娘
安
子
生

←
敦
忠
、
仲
平
娘
明
子
と
恋
愛
（
大
和
92
段
）

是
歳
師
輔
三
男
兼
家
生

雅
子
内
親
王
と
敦
忠
の
恋
（
大
和
93
段
）

12
・
25
雅
子
斎
宮
卜
定
（
22
）

3
・
7
勤
子
内
親
王
（
25
）
邸
焼
亡

 

是
歳
師
輔
（
28
）
勤
子
内
親
王
（
28
）
と
結
婚

3
・
7
雅
子
斎
宮
退
出
（
26
）

11
・
5
勤
子
内
親
王
薨
（
31
）

是
歳
師
輔
（
32
）
雅
子
内
親
王
（
29
）
と
結
婚
？

是
歳
師
輔
八
男
高
光
生
？
母
雅
子
（
30
）

是
歳
師
輔
九
男
為
光
生
母
雅
子
（
32
）

9
・
12
藤
原
盛
子
薨
是
歳
尋
禪
生
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一
七

右
の
表
の
よ
う
に
な
る
。『
後
撰
和
歌
集
』
哀
傷
に
は
、
勤
子
内
親
王
を
悼
む
一
三
九
二
・
一
三
九
三
の
贈
答
歌
、

　
　
　

女
四
の
み
こ
の
ふ
み
の
侍
り
け
る
に
、
か
き
つ
け
て
内
侍
の
か
み
に　

右
大
臣

た
ね
も
な
き
花
だ
に
ち
ら
ぬ
や
ど
も
あ
る
を
な
ど
か
か
た
み
の
こ
だ
に
な
か
ら
ん

　
　
　

返
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
侍
の
か
み

結
び
お
き
し
た
ね
な
ら
ね
ど
も
み
る
か
ら
に
い
と
ど
忍
の
草
を
つ
む
か
な

が
あ
る
。
こ
れ
に
拠
れ
ば
、
勤
子
内
親
王
と
の
間
に
は
子
が
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、『
後
撰
和
歌
集
』
慶
賀
の
一
三
八
四
番
歌
に
は
、

　
　
　

西
四
条
の
み
こ
の
家
の
山
に
て
、
女
四
の
み
こ
の
も
と
に　
　
　
　
　

右
大
臣

な
み
た
て
る
松
の
緑
の
枝
わ
か
ず
を
り
つ
つ
ち
よ
を
誰
と
か
は
見
む

と
あ
っ
て
、
わ
ざ
わ
ざ
「
西
四
条
の
皇
女
の
家
」
雅
子
内
親
王
の
家
と
断
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、『
貞
信
公
記
』
承
平
二
年
九
三二
三
月
七
日
の
条

に
、「
從
丑
時
許
、
女
（
勤
子
内
親
王
）

四
宮
燒
亡
」（

35
）
と
あ
っ
て
、
雅
子
内
親
王
の
家
に
同
居
し
て
い
た
こ
と
が
判
る
。
そ
の
雅
子
内
親
王
に
も
、
師
輔
が
言
い

寄
っ
て
い
た
こ
と
は
、『
九
条
右
大
臣
集
』
の
三
四
・
三
五
の
贈
答
歌
、

　
　
　

さ
い
宮
の
く
だ
り
た
ま
ふ
に

あ
ふ
こ
と
の
あ
ら
し
に
ま
よ
ふ
小
ぶ
ね
ゆ
ゑ
と
ま
る
わ
れ
さ
へ
こ
が
れ
ぬ
る
か
な

　
　
　

お
ほ
む
か
へ
し　

や
そ
し
ま
の
う
ら
み
て
か
へ
る
ふ
ね
よ
り
や
こ
が
れ
ば
こ
ち
の
か
ぜ
ぞ
ふ
か
ま
し

や
、
こ
れ
以
下
の
贈
答
か
ら
も
知
ら
れ
よ
う
。
そ
の
、
雅
子
内
親
王
と
の
結
婚
は
、
勤
子
内
親
王
薨
去
の
翌
年
と
推
量
す
る
。
高
光
の
生
年
は
未

詳
で
あ
る
が
、
笹
川
博
司
氏
は
、「
天
慶
二
九
三九
年
頃
」（

36
）
と
す
る
。
そ
う
な
れ
ば
、
雅
子
内
親
王
と
の
結
婚
は
、
勤
子
内
親
王
四
十
九
日
の

忌
明
け
す
ぐ
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
私
は
、
高
光
の
生
年
を
、
同
母
弟
為
光
の
従
五
位
下
叙
位
が
天
徳
元
年
九
五七
一
月
七
日
一
六
歳
、
侍

従
任
官
が
天
徳
二
年
一
月
三
〇
日
一
七
歳
に
合
わ
せ
て
、
高
光
従
五
位
下
叙
位
を
天
暦
九
年
九
五五
一
一
月
二
二
日
一
六
歳
、
侍
従
任
官
天
暦
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一
〇
年
三
月
二
四
日
を
一
七
歳
と
し
て
、
天
慶
三
年
と
推
定
し
た
。
ど
ち
ら
に
し
て
も
、
勤
子
内
親
王
の
薨
後
に
近
い
結
婚
で
あ
る
。

　

姉
妹
と
の
結
婚
は
、『
大
和
物
語
』
九
四
段
に
、

　

故
中
務
の
宮
の
北
の
方
、
う
せ
た
ま
ひ
て
の
の
ち
、
ち
ひ
さ
き
君
た
ち
を
ひ
き
具
し
て
、
三
条
右
大
臣
殿
に
す
み
た
ま
ひ
け
り
。
御
忌
み

な
ど
す
ぐ
し
て
は
、
つ
ひ
に
ひ
と
り
は
す
ぐ
し
た
ま
ふ
ま
じ
か
り
け
れ
ば
、
か
の
北
の
方
の
御
お
と
う
と
九
の
君
を
、
や
が
て
え
た
ま
は
む

と
、
お
ぼ
し
け
る
を
、
な
に
か
は
、
さ
も
と
、
親
は
ら
か
ら
も
お
ぼ
し
た
り
け
る
に
、（
以
下
省
略
）

と
、
当
人
も
、
妻
方
の
親
も
兄
弟
も
そ
う
あ
る
こ
と
に
理
解
を
示
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
雅
子
内
親
王
は
、
母
源
周
子
と
姉
勤
子
内
親
王
が
先
立

っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
尚
更
の
こ
と
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
雅
子
内
親
王
と
の
恋
愛
が
取
り
沙
汰
さ
れ
る
敦
忠
が
参
議
に
な
る
の
は
、
師
輔

に
遅
れ
る
こ
と
四
年
、
前
表
の
如
く
、
天
慶
二
年
八
月
二
七
日
で
あ
っ
た
。「
継
嗣
令
」
に
則
る
だ
け
で
な
く
、
臣
下
で
あ
る
藤
氏
が
内
親
王
と

の
結
婚
に
至
る
に
は
、
参
議
で
あ
る
こ
と
に
も
意
味
が
あ
っ
た
と
理
解
さ
れ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　

改
め
て
、
源
清
蔭
、
師
輔
に
見
ら
れ
る
参
議
以
上
と
い
う
こ
と
が
成
り
立
つ
か
で
あ
る
が
、
源
清
平
は
、『
公
卿
補
任
』
天
慶
四
年
条
に
「
参

議　

正
四
位
下　

同
清
平
六
十
五　

光
孝
天
皇
御
孫
。
一
品
式
部
卿
是
忠
親
王
二
男
。
三
廿
八
任
三
木
。
同
日
兼
大
宰
大
貳
（
止
辨
）」（

37
）
と
あ

り
、
醍
醐
皇
女
普
子
内
親
王
に
つ
い
て
は
、『
本
朝
皇
胤
紹
運
録
』
に
、「
普
子
内
親
王　

配
参
議
源
清
平
。
後
配
和
泉
守
俊
連
。
天
暦
元
年
七

月
十
一
日
无
品
普
子
内
親
王
薨
。
年
三
十
八
」（

38
）
と
あ
る
。
天
慶
四
年
源
清
平
六
五
歳
、
普
子
内
親
王
三
二
歳
、
清
蔭
と
韶
子
内
親
王
の
年
の

差
三
四
歳
に
近
い
三
二
歳
の
差
婚
と
な
る
。
清
平
は
京
官
右
大
弁
を
降
り
て
、
大
宰
府
に
大
弐
と
し
て
赴
任
し
、
天
慶
八
年
九
四五
一
月
一
三
日

に
任
地
大
宰
府
で
六
九
歳
で
卒
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
普
子
内
親
王
は
、
和
泉
守
俊
連
に
再
嫁
す
る
が
、
普
子
内
親
王
は
、
天
暦
元
年
九
四七
七

月
一
一
日
に
薨
じ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
俊
連
と
の
結
婚
は
、
天
慶
九
年
九
四六
あ
た
り
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
俊
連
は
、『
九
暦
』
天
慶
九
年

九
四六
一
〇
月
二
八
日
の
大
嘗
会
御
禊
記
事
に
、「
前
但
馬
守
従
五
位
上
藤
原
朝
臣
俊
連
」（

39
）
と
あ
り
、『
初
任
大
臣
大
饗
雑
例
』
に
、「
天
暦
元

四
廿
六
。
右
大
臣
。
師
輔
。
五
獻
後
給
祿
。
使
辨
少
納
言
座
。
右
近
權
中
將
雅
信
朝
臣
。
右
近
少
將
朝
成
朝
臣
。
史
外
記
座
。
前
加
賀
守
統
茂
朝

臣
。
前
但
馬
守
俊
連
朝
臣
。
件
祿
使
初
饗
必
不
差
仰
云
々
」（

40
）
と
あ
っ
て
、
こ
の
時
は
散
位
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
清
蔭
と
結
婚
し
た
韶
子
内
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九

親
王
は
、
清
蔭
が
天
暦
四
年
九
五〇
七
月
三
日
に
薨
じ
た
後
、
惟
風
に
嫁
し
て
い
る
。
惟
風
は
、『
一
代
要
記
』
に
拠
る
と
、「
源
清
蔭
後
配
河
内

守
橘
惟
風
」（

41
）

と
あ
る
。
橘
惟
風
は
、『
符
宣
抄
』
に
、
任
符
に
請
印
し
た
記
録
「
備
前
守
従
五
位
下
橘
惟
風
元
宮
内
少
輔
」
が
見
え
る
。（

42
）

ま
た
、『
政
事
要
略
』「
損
不
堪
佃
田
事
」
に
伊
勢
守
と
し
て
従
四
位
下
橘
朝
臣
惟
風
と
、
天
暦
二
年
九
四八
六
月
二
二
日
の
こ
と
と
し
て
見
え

る
。（

43
）
年
齢
は
不
明
だ
が
、
公
卿
に
な
っ
た
藤
原
元
名
が
、
延
長
五
年
九
二七
に
備
後
守
に
な
っ
て
い
る
の
が
三
五
歳
。
こ
の
数
字
を
利
用
し
て
、

天
暦
二
年
の
年
齢
を
試
算
す
る
と
、
六
〇
歳
と
な
る
。
伊
勢
守
と
い
う
こ
と
で
、
同
じ
く
公
卿
と
な
っ
た
大
江
朝
綱
は
、
天
暦
三
年
九
四九
六
四

歳
と
な
っ
て
、
ほ
ぼ
、
こ
の
推
定
で
理
解
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
清
蔭
薨
時
に
韶
子
内
親
王
は
三
一
歳
で
、『
本
朝
皇
胤
紹
運
録
』
に
、

「
配
大
納
言
清
蔭
并
河
内
守
惟
風
等
」
と
あ
っ
て
、
惟
風
が
い
つ
没
し
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
韶
子
内
親
王
は
天
元
三
年
九
八〇
正
月
一
八
日
に

六
三
歳
で
薨
じ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
後
に
ま
た
再
び
嫁
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
『
大
和
物
語
』
に
登
場
す
る
内
親
王
は
、
恋
愛
は
別
と
し
て
、
律
令
に
縛
ら
れ
た
中
で
の
結
婚
に
関
し
て
は
、
決
し
て
良
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

　

師
輔
の
同
母
弟
、
師
氏
の
結
婚
に
つ
い
て
は
、
実
証
で
き
る
資
料
を
見
つ
け
ら
れ
な
い
で
い
る
。
し
か
し
、
年
長
上
位
の
師
輔
が
、
清
蔭
と
同

様
に
、
参
議
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
必
要
要
件
と
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
同
様
に
考
え
て
良
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
推
量
通
り
で
あ
る
な
ら
ば
、

師
氏
が
参
議
に
任
ぜ
ら
れ
た
の
は
、
天
慶
七
年
九
四四
四
月
九
日
で
師
氏
三
二
歳
、
靖
子
内
親
王
は
三
〇
歳
、
そ
の
推
定
を
否
定
す
る
よ
う
な
資

料
も
な
い
。

　

さ
て
、
拙
稿
「
平
安
貴
公
子
、
恋
の
ホ
ッ
プ
、
ス
テ
ッ
プ
、
ジ
ャ
ン
プ
、
そ
し
て
失
恋
」（

44
）
と
、「『
源
氏
物
語
』
桐
壺
朝
の
こ
と　

―

『
源

氏
物
語
』
の
藤
壺
宮
の
立
后
と
『
大
和
物
語
』
五
段
の
藤
原
穏
子
の
立
后
を
巡
っ
て―

」（
45
）
で
、
時
代
背
景
を
遡
上
さ
せ
る
こ
と
で
フ
ィ
ク
シ

ョ
ン
化
し
、
皇
妃
の
視
点
か
ら
『
源
氏
物
語
』
は
、
桐
壺
朝
は
醍
醐
朝
を
準
拠
と
す
る
時
代
小
説
と
説
い
た
が
、
皇
女
の
結
婚
と
い
う
視
点
か
ら
、

『
う
つ
ぼ
物
語
』
と
『
源
氏
物
語
』
に
つ
い
て
も
、
確
認
し
て
み
よ
う
。

　
『
う
つ
ぼ
物
語
』
で
は
、
清
原
王
と
皇
女
と
の
間
に
生
ま
れ
た
清
原
俊
蔭
は
、

　

容か
た
ち貌
、
あ
り
さ
ま
、
す
べ
て
人
に
勝す
ぐ

れ
た
れ
ば
『
わ
れ
も
わ
れ
も
』
と
、
娘
、
妹
持
ち
た
る
人
は
、
人
々
「
婿
に
せ
む
。
婿
に
せ
む
」
と



『
大
和
物
語
』
皇
女
婚
姻
考

二
〇

呼
べ
ど
、
仏
の
、
淫
欲
の
罪
重
き
を
た
て
て
の
た
ま
ひ
し
か
ば
、
つ
つ
み
て
の
み
過
し
け
れ
ど
、
一
世
の
源
氏
の
、
心
だ
ま
し
ひ
人
に
勝
れ

た
ま
へ
り
け
る
を
得
て
、
そ
の
腹
に
、
女
子
ひ
と
り
生
ま
せ
つ
。
か
な
し
う
す
る
こ
と
限
り
な
し
。
俊
蔭
、
位
ま
さ
り
て
、
式
部
大
輔
に
て

左
大
弁
か
け
つ
。（

46
）（
①
四
〇
・
四
一
頁
）

と
、
前
記
し
た
嵯
峨
天
皇
皇
女
源
潔
姫
と
藤
原
良
房
、
宇
多
天
皇
皇
女
源
頎
子
と
藤
原
忠
平
の
事
例
に
合
う
結
婚
と
な
っ
て
い
る
。
又
、
一
世
の

皇
女
源
氏
と
結
婚
し
て
い
る
右
大
臣
橘
千
蔭
も
、

ま
た
、
右
大
臣
橘
千
蔭
と
申
す
お
は
し
け
り
。
世
の
中
に
、
か
た
ち
清
げ
に
、
心
か
し
こ
き
人
の
一
に
立
て
ら
れ
た
ま
ふ
。
朝お
ほ
や
け廷
に
仕
う
ま

つ
り
た
ま
ふ
に
も
、
身
の
才ざ
え

人
に
ま
さ
り
た
ま
へ
り
。
帝
は
時
め
か
し
た
ま
ふ
こ
と
限
り
な
し
。
一
年
に
二
度た
び

三
度
官つ
か
さ
か
う
ぶ
り爵
賜
は
り
、
日

ご
と
に
、
加
階
ま
さ
り
つ
つ
、
年
三
十
に
て
左
大
将
か
け
た
る
右
大
臣
に
な
り
た
ま
へ
り
。
御
妻め

に
は
、
一
世
の
源
氏
、
か
た
ち
清
ら
な
る

名
と
り
た
ま
へ
る
が
、
十
四
歳
な
る
を
得
た
ま
ひ
て
、
住
み
た
ま
ふ
ほ
ど
に
、
十
六
歳
と
い
ふ
年
の
五
月
五
日
に
、
玉
光
り
輝
き
た
る
男
の
、

い
と
を
か
し
げ
な
る
を
生
み
た
ま
へ
り
。
名
を
ば
忠
こ
そ
と
い
ふ
。（
①
二
〇
九
頁
）

と
同
様
に
、
一
世
の
源
氏
と
結
婚
し
て
い
る
。
し
か
し
、
俊
蔭
娘
と
結
婚
し
、
仲
忠
の
父
と
な
る
藤
原
兼
雅
と
嵯
峨
の
院
の
皇
女
女
三
宮
と
の
結

婚
は
、
は
っ
き
り
し
な
い
。
だ
が
、
兼
雅
が
右
大
将
と
呼
称
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
中
納
言
の
頃
と
推
定
し
て
も
支
障
が
な
い
だ
ろ
う
。
醍
醐

天
皇
皇
女
勤
子
内
親
王
・
雅
子
内
親
王
・
康
子
内
親
王
と
の
結
婚
事
例
に
当
て
は
ま
る
も
の
と
認
識
さ
れ
る
。
同
じ
こ
と
が
、「
沖
つ
白
波
」
巻
の
、

朱
雀
帝
女
一
宮
と
藤
原
仲
忠
と
の
結
婚
に
つ
い
て
も
言
え
よ
う
。

　

か
く
て
、
極ご
く
ね
ち熱
の
頃
は
、
誰
も
誰
も
を
さ
を
さ
内う

裏ち

へ
も
参
り
た
ま
は
ず
、
籠
り
お
は
し
ま
す
に
、
八
月
に
な
り
て
、
大
将
殿
の
御
婿

取
り
の
こ
と
近
く
な
り
て
、
仲
忠
の
宰
相
の
中
将
に
女
一
の
宮
、
源
氏
の
中
将
に
さ
ま
こ
そ
君
、
こ
れ
は
宣
旨
に
て
賜
ふ
。（

47
）（
②
二
八
七

頁
）

と
あ
っ
て
、
藤
原
仲
忠
の
参
議
の
時
と
明
示
さ
れ
る
。
こ
の
「
沖
つ
白
波
」
で
「
左
大
臣
は
〈
源
季
明
〉
太
政
大
臣
に
、
右
大
臣
〈
藤
原
忠
雅
〉

は
左
大
臣
に
、
右
大
臣
に
左
大
将
〈
源
正
頼
〉、
大
納
言
に
左
衞
門
督
〈
藤
原
忠
俊
〉．
中
納
言
に
凉
、
仲
忠
、
権
中
納
言
に
忠
澄
、
左
大
弁
に
師
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澄
、
宰
相
に
祐
澄
、
宰
相
中
将
に
行
政
と
な
さ
れ
ぬ
。（
②
二
九
三
頁
）」
と
宰
相
中
将
と
な
っ
て
、
同
卷
末
に
、「
宰
相
中
将
の
御
方
。
北
の
方
、

院
の
御
女
、
源
氏
、
年
二
十
三
。
子
二
人
。」
と
あ
っ
て
、
こ
ち
ら
も
同
様
に
理
解
さ
れ
る
。

　

嵯
峨
の
院
の
女
一
の
宮
（
大
宮
）
と
源
正
頼
（
左
大
将
）
に
つ
い
て
は
、「
藤
原
の
君
」
に
、

　

む
か
し
、
藤
原
の
君
と
聞
こ
ゆ
る
一
世
の
源
氏
お
は
し
ま
し
け
り
。
童
よ
り
名
高
く
て
、
顔
か
た
ち
、
心こ
こ
ろ
だ
ま
し
ひ魂
、
身
の
才
、
人
に
す
ぐ

れ
、
学
問
に
心
入
れ
て
、
遊
び
の
道
に
も
入
り
た
ち
た
ま
へ
り
。
と
き
に
、
見
る
人
「
な
ほ
か
し
こ
き
君
な
り
。
帝
と
な
り
た
ま
ひ
、
国
し

り
た
ま
は
ま
し
か
ば
、
天
の
下
豊
か
な
り
ぬ
べ
き
君
な
り
」
と
、
世
界
こ
ぞ
り
て
申
す
と
き
に
、
よ
ろ
づ
の
上
達
部
、
親み

王こ

た
ち
、
婿
に
と

取
ら
む
と
思
ほ
す
中
に
、
時
の
太
政
大
臣
の
一
人
娘
に
、
御
か
う
ぶ
り
し
た
ま
ふ
夜
、
婿
取
り
て
、
限
り
な
く
い
た
は
り
て
、
住
ま
せ
た
て

ま
つ
り
た
ま
ふ
ほ
ど
に
、
時
の
帝
の
御
妹
、
女
一
の
皇
女
と
聞
こ
ゆ
る
、
后
腹
に
お
は
し
ま
す
、
父
帝
、
母
后
に
の
た
ま
ふ
、
帝
「
こ
の
源

氏
、
た
だ
今
の
見
る
目
よ
り
も
、
行
く
先
な
り
出
で
ぬ
べ
き
人
な
り
。
わ
が
娘
、
こ
の
人
に
取
ら
せ
て
む
」
と
の
た
ま
ひ
て
、
婿
取
り
た
ま

ふ
。（
①
一
二
九
・
一
三
〇
頁
）

と
あ
っ
て
、
一
世
の
源
氏
と
い
う
こ
と
で
の
皇
女
降
嫁
で
、
か
つ
、
元
服
時
の
太
政
大
臣
の
娘
と
の
結
婚
が
ど
れ
ほ
ど
の
年
月
か
は
不
明
で
あ
る

が
、
そ
の
後
、「
大
将
か
け
た
る
正
三
位
の
大
納
言
に
な
む
お
は
し
ま
し
け
る
。」（
①
一
三
二
頁
）
と
左
大
将
を
兼
ね
た
正
三
位
大
納
言
と
な
る

の
で
あ
っ
て
、
女
一
の
宮
と
の
結
婚
の
時
の
官
職
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
、「
宮
の
御
腹
に
、
十
五
歳
よ
り
生
み
た
ま
ふ
。」（
①
一
三
二
頁
）
と

あ
る
の
で
、
早
い
時
期
の
結
婚
で
あ
っ
た
。

　
『
源
氏
物
語
』
で
は
、
葵
の
母
宮
は
、「
こ
の
大
臣
の
御
お
ぼ
え
い
と
や
む
ご
と
な
き
に
、
母
宮
、
内
裏
の
ひ
と
つ
后
腹
に
な
む
お
し
は
け
れ
」（

48
）

と
、
桐
壺
帝
の
同
腹
の
皇
女
で
あ
る
と
あ
る
が
、
左
大
臣
と
の
結
婚
の
具
体
的
な
こ
と
は
語
ら
れ
て
い
な
い
。
朱
雀
帝
の
女
二
の
宮
と
柏
木
と
の

結
婚
は
、「
ま
こ
と
や
、
衛
門
督
は
中
納
言
に
な
り
に
き
か
し
。
今
の
御
世
に
は
い
と
親
し
く
思
さ
れ
て
、
い
と
時
の
人
な
り
。
身
の
お
ぼ
え
ま

さ
る
に
つ
け
て
も
、
思
ふ
こ
と
の
か
な
は
ぬ
愁う
れ

は
し
さ
を
思
ひ
わ
び
て
、
こ
の
宮
の
御
姉
の
二
の
宮
を
な
む
得
た
て
ま
つ
り
て
け
る
。
下
臈
の
更

衣
腹
に
お
は
し
ま
し
け
れ
ば
、
心
や
す
き
方
ま
じ
り
て
思
ひ
き
こ
え
た
ま
へ
り
。」（

49
）
と
あ
り
、
女
三
の
宮
に
執
心
し
た
時
は
、
参
議
兼
右
衛
門
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督
で
あ
っ
て
、
参
議
以
上
と
い
う
こ
と
で
は
、
師
輔
以
後
と
同
じ
で
、
柏
木
が
女
三
宮
と
の
結
婚
を
期
待
す
る
こ
と
も
理
解
さ
れ
よ
う
。
薫
と
今

上
の
女
二
の
宮
と
の
結
婚
で
あ
る
が
、
薫
は
、「
二き
さ
ら
ぎ月

の
朔つ
い
た
ち日

ご
ろ
に
、
直な
ほ
し
も
の物

と
か
い
ふ
こ
と
に
、
権
大
納
言
に
な
り
た
ま
ひ
て
、
右
大
将
か
け

た
ま
ひ
つ
。」（

50
）
と
あ
っ
て
、

か
く
て
、
そ
の
月
の
二
十
日
あ
ま
り
に
ぞ
、
藤
壺
の
宮
の
御
裳
着
の
こ
と
あ
り
て
、
ま
た
の
日
な
ん
大
将
参
り
た
ま
ひ
け
る
夜
の
こ
と
は
忍

び
た
る
さ
ま
な
り
。
天
の
下
響
き
て
い
つ
く
し
う
見
え
つ
る
御
か
し
づ
き
に
、
た
だ
人
の
具
し
た
て
ま
つ
り
た
ま
ふ
ぞ
、
な
ほ
あ
か
ず
心
苦

し
く
見
ゆ
る
。「
さ
る
御
ゆ
る
し
は
あ
り
な
が
ら
も
、
た
だ
今
、
か
く
、
急
が
せ
た
ま
ふ
ま
じ
き
こ
と
ぞ
か
し
」
と
、
譏そ
し

ら
は
し
げ
に
思
ひ

の
た
ま
ふ
人
も
あ
り
け
れ
ど
、
思
し
た
ち
ぬ
る
こ
と
、
す
が
す
が
し
く
お
は
し
ま
す
御
心
に
て
、
来
し
か
た
例
た
め
し

な
き
ま
で
同
じ
く
は
も
て

な
さ
ん
と
思
し
お
き
つ
る
な
め
り
。
帝
の
御
婿
に
な
る
人
は
、
昔
も
今
も
多
か
れ
ど
、
か
く
、
盛
り
の
御
世
に
、
た
だ
人
の
や
う
に
婿
と
り

い
そ
が
せ
た
ま
へ
る
た
ぐ
ひ
は
少
な
く
や
あ
り
け
ん
。
右み
ぎ
の
お
と
ど

大
臣
も
、「
め
づ
ら
し
か
り
け
る
人
の
御
お
ぼ
え
宿
世
な
り
。
故
院
だ
に
、
朱
雀

院
の
御
末
に
な
ら
せ
た
ま
ひ
て
、
今
は
と
や
つ
し
た
ま
ひ
し
際
に
こ
そ
、
か
の
母
宮
を
得
た
て
ま
つ
り
た
ま
ひ
し
か
。
我
は
、
ま
し
て
、
人

も
ゆ
る
さ
ぬ
も
の
を
、
拾
ひ
た
り
し
や
」
と
の
た
ま
ひ
い
づ
れ
ば
、
宮
は
、
げ
に
と
思
す
に
、
恥
づ
か
し
く
て
御
答い
ら

へ
も
え
し
た
ま
は
ず
。

（
⑤
四
七
四
・
四
七
五
頁
）

と
あ
る
。
天
皇
の
覚
え
が
い
く
ら
愛
で
た
く
て
も
、
光
源
氏
の
子
息
で
あ
っ
て
も
、「
た
だ
人
の
具
し
た
て
ま
つ
り
た
ま
ふ
ぞ
、
な
ほ
あ
か
ず
心

苦
し
く
見
ゆ
る
。」
と
あ
っ
て
、「
譏そ
し

ら
は
し
げ
に
思
ひ
の
た
ま
ふ
人
も
」
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
夕
霧
も
「
故
院
だ
に
、
朱
雀
院
の
御
末
に

な
ら
せ
た
ま
ひ
て
、
今
は
と
や
つ
し
た
ま
ひ
し
際
に
こ
そ
、
か
の
母
宮
を
得
た
て
ま
つ
り
た
ま
ひ
し
か
。」
と
父
光
源
氏
に
も
勝
る
薫
を
羨
ま
し

く
思
い
、「
我
は
、
ま
し
て
、
人
も
ゆ
る
さ
ぬ
も
の
を
、
拾
ひ
た
り
し
や
」
と
、
柏
木
亡
き
後
、
落
ち
葉
の
宮
を
勝
手
に
引
き
取
っ
た
と
い
う
夕

霧
の
言
葉
に
、
皇
女
の
結
婚
や
そ
の
後
の
人
生
の
難
し
さ
が
語
ら
れ
る
と
い
え
よ
う
。
柏
木
の
落
ち
葉
の
宮
へ
の
「
下
臈
の
更
衣
腹
に
お
は
し
ま

し
け
れ
ば
、
心
や
す
き
方
ま
じ
り
て
思
ひ
き
こ
え
た
ま
へ
り
」
も
、
夕
霧
の
「
人
も
ゆ
る
さ
ぬ
も
の
を
、
拾
ひ
た
り
し
や
」
と
い
う
の
も
、
醍
醐

天
皇
の
皇
女
普
子
内
親
王
の
再
婚
は
和
泉
守
俊
連
、
韶
子
内
親
王
の
再
婚
は
河
内
守
惟
風
と
い
う
こ
と
に
も
、
皇
女
の
結
婚
の
難
し
さ
が
理
解
さ
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れ
よ
う
。
源
清
蔭
へ
の
韶
子
内
親
王
降
嫁
以
後
、
内
親
王
の
降
嫁
に
は
、
参
議
以
上
と
い
う
こ
と
が
あ
る
と
、
源
清
平
、
藤
原
師
輔
を
も
っ
て
見

て
き
た
が
、
こ
の
参
議
と
い
う
こ
と
を
、
作
り
物
語
の
『
う
つ
ぼ
物
語
』
や
『
源
氏
物
語
』
に
照
ら
し
て
も
、
十
分
に
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
以
前
に
母
后
か
ら
妃
の
后
に
も
ど
っ
た
（
51
）、
と
い
う
こ
と
に
加
え
て
皇
女
の
結
婚
と
い
う
観
点
か
ら
も
、『
源
氏
物
語
』
桐
壺
帝
は
、

醍
醐
朝
を
背
景
に
持
つ
も
の
と
理
解
し
て
良
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

注（
１
）『
日
本
思
想
大
系
』
３　

岩
波
書
店　

一
九
七
六
・
一
二
、
二
七
二
頁
。

（
２
）
高
橋
正
治
校
注
・
訳
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
12
小
学
館
一
九
九
四
・
一
二
、
三
二
〇
頁
。
以
下
『
大
和
物
語
』
は
全
て
同
書
に
よ
る
。

（
３
）
拙
稿
『
大
和
物
語
』
九
七
段
「
御
は
て
」
考―

一
周
忌
か
四
十
九
日
か
を
め
ぐ
っ
て―

　

二
松
学
舎
大
学
人
文
論
叢　

第
五
六
輯
（
平
成
八
・
三
）

（
４
）『
大
和
物
語
』
人
物
考
証―

「
太
政
大
臣
の
北
の
方
」
と
「
菅
原
の
君
」―

『
倉
野
憲
司
先
生
古
稀
記
念
古
代
文
学
論
集
』
昭
和
四
九
・
九
桜
楓
社
、
五
八
六
頁
。

（
５
）『
大
和
物
語
の
注
釈
と
研
究
』
武
蔵
野
書
院
、
昭
和
五
六
・
二
、
二
三
七
頁
。

（
６
）『
大
和
物
語
全
釈
』
大
学
堂
書
店
、
平
成
五
・
一
二
、
二
四
八
頁
。

（
７
）『
大
和
物
語
評
釈
』
上
巻
笠
間
注
釈
叢
書
27
笠
間
書
院
、
平
成
一
一
・
三
、
三
〇
四
頁
〈
注
：『
国
文
学
』
九
巻
一
号
「
亡
き
人
の
か
た
み
の
色
は
」
昭
和
39
・
１
〉

（
８
）
和
歌
の
引
用
は
、
特
に
注
を
施
さ
な
い
限
り
は
、
す
べ
て
『
新
編
国
歌
大
観
』
に
拠
っ
た
。

（
９
）『
後
撰
和
歌
集
』
片
桐
洋
一
校
注
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
』
６
岩
波
書
店
一
九
九
〇
・
四　

四
二
六
頁
。

（
10
）
工
藤
重
矩
校
注
『
後
撰
和
歌
集
』
和
泉
古
典
叢
書
３
（
和
泉
書
院
一
九
九
二
・
九　

三
〇
五
頁
。

（
11
）
拙
稿
「
師
走
晦
日
魂
祭
和
歌
に
つ
い
て
」『
二
松
學
舍
大
学
論
集
』
第
五
九
号
平
成
二
八
・
三
。

（
12
）（『
小
右
記
』
四
『
大
日
本
古
記
録
』
史
料
編
纂
所　

岩
波
書
店
一
九
六
七
・
三
、
二
〇
七
頁
。

（
13
）（
４
）
に
同
じ
。

（
14
）（
９
）
の
三
五
二
頁
。

（
15
）『
日
本
紀
略
』
第
三
（
後
篇
）『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
五
四
・
一
、
二
頁
。

（
16
）
山
中
裕
他
校
注
・
訳
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
31
小
学
館
一
九
九
五
・
八　

一
五
〇
頁
。

（
17
）『
群
書
類
従
』
第
五
輯
、
昭
和
五
五
・
一
、
続
群
書
類
従
完
成
会
。

（
18
）『
三
代
実
録
』
前
篇
『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
二
七
・
九
、
二
五
四
頁
。

（
19
）『
文
徳
実
録
』『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
九
・
一
一
、
八
二
頁
。

（
20
）『
新
訂
官
職
要
解
』
和
田
英
松　

所
功
校
訂　

講
談
社
学
術
文
庫

621　

昭
和
五
八
・
一
一
、
一
七
二
頁
。

（
21
）『
三
代
実
録
』
前
篇
『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
二
七
。
九
、
二
五
四
頁
。

（
22
）『
三
代
実
録
』
前
篇
『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
二
七
。
九
、
五
八
六
頁
。

（
23
）『
新
訂
官
職
要
解
』
和
田
英
松　

所
功
校
訂　

講
談
社
学
術
文
庫

621　

昭
和
五
八
・
一
一
付
表
一

（
24
）『
日
本
紀
略
』
第
三
（
後
篇
）『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
五
四
・
一
、
一
四
頁
。
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二
四

（
25
）（
９
）
の
二
五
八
頁
。

（
26
）（
10
）
の
三
七
三
頁
上
段
。

（
27
）
新
訂
増
補
国
史
大
系
『
公
卿
補
任
』
第
一
篇　

吉
川
弘
文
館　

平
成
三
・
一
二
、
一
七
五
・
一
七
六
頁
。

（
28
）『
史
料
纂
集
』
米
田
雄
介
他
校
訂
、
続
群
書
類
従
完
成
会
、
昭
和
四
九
・
七
、
七
八
頁
。

（
29
）
新
訂
増
補
国
史
大
系
『
公
卿
補
任
』
第
一
篇　

吉
川
弘
文
館　

平
成
三
・
一
二
、
一
七
九
・
一
八
〇
頁
。

（
30
）「
和
歌
が
語
る
婚
姻
史
」『
和
歌
を
歴
史
か
ら
読
む
』
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
二
・
一
〇
、
九
六
・
九
七
頁
。

（
31
）『
九
暦
』『
大
日
本
古
記
録
』
岩
波
書
店
、
昭
和
三
三
・
三
、
九
六
頁
。

（
32
）『
九
暦
』『
大
日
本
古
記
録
』
岩
波
書
店
、
昭
和
三
三
・
三
、
九
八
・
九
九
頁
。

（
33
）『
九
暦
』『
大
日
本
古
記
録
』
岩
波
書
店
、
昭
和
三
三
・
三
、
三
八
頁
。

（
34
）『
大
日
本
史
料
』
第
一
編
之
七
、
史
料
編
纂
所
、
昭
和
六
・
二
、
三
九
〇
頁
。

（
35
）『
貞
信
公
記
』『
大
日
本
古
記
録
』
岩
波
書
店
、
昭
和
三
一
・
三
、
一
五
三
頁
。

（
36
）『
和
歌
文
学
大
辞
典
』
古
典
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
平
成
二
六
・
一
二
、
七
四
一
頁
。

（
37
）
新
訂
増
補
国
史
大
系
『
公
卿
補
任
』
第
一
篇　

吉
川
弘
文
館　

平
成
三
・
一
二
、
一
八
四
頁
。

（
38
）『
群
書
類
従
』
第
五
輯
、
続
群
書
類
従
完
成
会
、
昭
和
五
五
・
一
、
五
八
頁
。

（
39
）『
大
日
本
古
記
録
』
岩
波
書
店
、
昭
和
三
三
・
三
、
一
七
六
頁
。

（
40
）『
続
群
書
類
従
』
昭
和
五
二
・
一
〇
、
第
三
三
集
上
、
三
一
二
頁
）

（
41
）『
改
定
史
籍
集
覧
』
第
一
冊
、
臨
川
書
店
、
平
成
二
・
一
〇
、
一
二
四
頁
。

（
42
）
新
訂
増
補
国
史
大
系
『
類
聚
符
宣
抄
』
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
四
〇
・
一
、
二
一
〇
頁
。

（
43
）
新
訂
増
補
国
史
大
系
『
政
事
要
略
』
中
篇
、
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
四
九
・
四
、
四
九
六
頁
。

（
44
）『
恋
す
る
人
文
学
』
翰
林
書
房
、
平
成
二
八
・
三
。

（
45
）『
二
松
學
舍
大
学
論
集
』
第
五
七
号　

平
成
二
六
・
三
。

（
46
）
中
野
幸
一
校
注
・
訳
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
14　

小
学
館
一
九
九
九
・
六
。

（
47
）
中
野
幸
一
校
注
・
訳
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
15　

小
学
館
二
〇
〇
一
・
五
。

（
48
）
阿
部
秋
生
・
秋
山
虔
・
今
井
源
衛
・
鈴
木
日
出
男
校
注
・
訳
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
20　

小
学
館
、
一
九
九
四
・
三
①
四
八
頁
。

（
49
）
阿
部
秋
生
・
秋
山
虔
・
今
井
源
衛
・
鈴
木
日
出
男
校
注
・
訳
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
23　

小
学
館
、
一
九
九
六
・
一
一
④
二
一
七
頁
。

（
50
）
阿
部
秋
生
・
秋
山
虔
・
今
井
源
衛
・
鈴
木
日
出
男
校
注
・
訳
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
24　

小
学
館
、
一
九
九
七
・
七
⑤
四
七
一
頁
。

（
51
）（
45
）
に
同
じ
。



『
大
和
物
語
』
皇
女
婚
姻
考

二
五

『
大

和
物

語
』

皇
女

婚
姻

考
関

係
年

表

年
号

西
暦

宇
多

醍
醐

村
上

清
蔭

韶
子

清
平

普
子

忠
平

実
頼

師
輔

勤
子

雅
子

康
子

師
氏

保
子

延
喜

 ５６７８９10111213141516171819202122
延

長
 １２３４５６７８

承
平

 １２

9056789
910123456789
9201
922
923456789
93012

394041424344454647484950515253545556575859606162636465

2122232425262728293031323334353637383940414243444546

１２３４５６７

22232425262728293031323334353637383940414243444546474849

１２３４５６７８９101112131415

29303132333435363738394041424344454647484950515253545556

１２３４５６７８９1011121314151617181920212223

26272829303132333435363738394041424344454647484950515253

６７８９101112131415161718192021222324252627282930313233

１２３４５６７８９10111213141516171819202122232425

推
定１２３４５６７８９10111213141516171819202122232425

１２３４５６７８９1011121314151617181920212223

１２３４５６７８９1011121314

１２３４５６７８９1011121314151617181920

１２３４５６７８９101112131415161718

4/5
勤

子
為

内
親

王

12/17　
13

皇
女

韶
子

、
14

皇
女

康
子

を
内

親
王

と
す

9/5
師

輔
従

五
位

下
2/1

師
輔

侍
従

　
7/15

長
男

伊
尹

生
7/15

次
男

兼
通

生
2/10

師
輔

昇
殿

6/9
師

輔
右

兵
衛

佐
1/7

師
輔

従
五

上
　

三
男

兼
家

生

12/25
雅

子
斎

宮
3/13

師
輔

右
権

中
将

・
閏

5/11
蔵

人
頭

3/7
勤

子
内

親
王

邸
焼

亡
 9/10

雅
子

入
野

宮
 11/16

師
輔

正
五

下



『
大
和
物
語
』
皇
女
婚
姻
考

二
六

年
号

西
暦

宇
多

醍
醐

村
上

清
蔭

韶
子

清
平

普
子

忠
平

実
頼

師
輔

勤
子

雅
子

康
子

師
氏

保
子

承
平

 ３４５６７
天

慶
 １２３４５６７８９

天
暦

 １２３４５６７８９10
天

徳
 １２３４

応
和

 １

9334567
9389
940123456
94789
950123456
95789
960
961

８９101112131415161718192021222324252627282930313233343536

505152535455565758596061626364656667

1617181920212223242526272829303132333435363738394041424344

57585960616263646566676869

242526272829303132333435363738

5455565758596061626364656667686970

3435363738394041424344454647484950515253545556575859606162

26272829303132333435363738394041424344454647484950515253

262728293031

24252627282930313233343536373839404142434445

15161718192021222324252627282930313233343536373839

2122232425262728293031323334353637383940414243444546474849

192021222324252627282930313233343536

9/26
雅

子
伊

勢
群

行
1/7

師
輔

従
四

位
下

2/23
藤

師
輔

参
議

勤
子

内
親

王
と

師
輔

結
婚

（
貫

之
集

717）
3/7

雅
子

伊
勢

斎
宮

退
下

（
母

源
周

子
歿

に
よ

る
）

6/23
師

輔
従

三
位

権
中

納
言

11/5
勤

子
内

親
王

歿
こ

の
頃

雅
子

内
親

王
と

師
輔

結
婚

か
師

輔
雅

子
息

八
男

高
光

生

9/12
室

藤
原

盛
子

歿
（

38
±

2）
師

輔
雅

子
息

九
男

為
光

生
4/9

師
氏

参
議

7/3
清

蔭
薨

　
10/13

靖
子

内
親

王
薨

1/4
穏

子
崩

御
　8/29

雅
子

内
親

王
歿

　こ
の

頃
康

子
内

親
王

結
婚

か
師

輔
康

子
息

十
男

深
覚

生

6/6
十

一
男

公
季

誕
生

母
康

子
内

親
王

薨
※

康
子

内
親

王
大

鏡
裏

書
29

歳
・

一
代

要
記

38
歳

　
康

子
内

親
王

延
喜

20
年

年
二

歳
（

一
代

要
記

）
5/4

師
輔

薨


